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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　安定したカスタム化粧用組成物を提供する方法であって、
　（ａ）消費者に、複数の活性剤の選択肢を提供する工程と、
　（ｂ）前記消費者に、複数の活性剤の選択肢から１種以上の活性剤を選択するように指
示する工程と、
　（ｃ）保存料及び電解質を含有している水相と、シリコーン及び界面活性剤を含有して
いるシリコーン相とを乳化させることにより、ベースエマルジョンを調製する工程と、
　（ｄ）極性溶媒及び前記消費者の選択した１種以上の活性剤を含有している極性相と、
シリコーン、界面活性剤及び前記消費者の選択した１種以上の活性剤を含有しているシリ
コーン相とを乳化することにより、機能性エマルジョンを調製する工程と、
　（ｅ）前記機能性エマルジョンと前記ベースエマルジョンとを混合して、前記消費者に
、前記消費者の選択した１種以上の活性剤を含むマイクロスケールの不均一系エマルジョ
ンを含む安定したカスタム化粧品組成物を提供する工程と、を含み、
　前記工程（ｅ）の混合が、低剪断混合を用いて前記消費者により行われる、方法。
【請求項２】
　前記消費者に、複数の香料の選択肢を提供することと、
　前記消費者に、複数の香料の選択肢から香料を選択するように指示することと、
　前記消費者に、香料をさらに含むマイクロスケールの不均一系エマルジョンを含む安定
したカスタム化粧品組成物を提供することと、をさらに含む、請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記消費者に、複数の色の選択肢を提供することと、
　前記消費者に、色を選択するように指示することと、
　前記消費者に、色をさらに含むマイクロスケールの不均一系エマルジョンを含む安定し
たカスタム化粧品組成物を提供することと、をさらに含む、請求項１又は２に記載の方法
。
【請求項４】
　前記消費者に、複数のパッケージの選択肢を提供することと、
　前記消費者に、複数のパッケージの選択肢からパッケージを選択するように指示するこ
とと、
　パッケージと、マイクロスケールの不均一系エマルジョンを含む安定したカスタム化粧
品組成物とを提供することと、を含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記マイクロスケールの不均一系エマルジョンが、
　外相と、
　前記１種以上の活性剤を含む第１の内相と、
　第２の内相とを、さらに含む、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記外相が界面活性剤を含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第２の内相が構造化剤を含む、請求項５又は６に記載の方法。
【請求項８】
　前記構造化剤がワックスを含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記マイクロスケールの不均一系エマルジョンが、前記ベースエマルジョン、前記機能
性エマルジョン及び分散液を混合することによって形成される、請求項１～８のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記低剪断混合が、レイノルズ数２０００以下を有する層流混合形態である、請求項１
～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ベースエマルジョンが、高剪断混合を含む工程によって調製される、請求項１～１
０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記機能性エマルジョンが、高剪断混合を含む工程によって調製される、請求項１～１
１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記分散液が、着色剤、香料及びこれらの組み合わせからなる群から選択される材料を
含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記安定したカスタム化粧用組成物は、ファンデーション、パウダー、コンシーラ、ブ
ラシ、メイクアップリムーバー、脱毛剤、うぶ毛リムーバー、ブロンザー、マスカラ、ア
イシャドー、アイライナー、リップグロス、リップカラー、リップライナー、マニキュア
、スキンクリーム、フェイスクリーム、フェイスクレンザー、日焼け止めローション、ボ
ディローション、シェービングジェル、シェービングフォーム、シェービングクリーム、
コンディショナー、及びアフターシェーブからなる群から選択される、請求項１～１３の
いずれか一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本開示は、概して、マイクロスケールの不均一系エマルジョン及びこれに関する方法に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　多くの場合、製品の種類の拡充及び操作効率の向上は製造業者にとって課題である。こ
れに関連して、製品の種類の拡充及び／又は操作効率の向上には、消費者の好み、経済的
検討事項、製品の性能要件、並びに、複合多相物質の製造を試みたときに発生する場合の
ある製品の製造に付随し得る技術的障害、などといった可変要素を考慮する必要がある。
【０００３】
　エマルジョンなどの複合多相物質を含む消費者製品の製造に使用される１つの方法には
、バッチ式プロセスがある。バッチ式プロセスを用いて製造されたエマルジョンは、水不
混和性相及び水相を含むことが多い。多くの場合、こうしたエマルジョンを製造する第一
の工程は、別途に水相及び水不混和性相を調製することを含む。最終生成物は、大型容器
において水相及び水不混和性相を剪断することによって製造されるエマルジョンであり得
る。バッチ式プロセスは、製造速度において可変性などのいくつかの利点を提供し得るも
のの、バッチ式プロセスには、処理時間が長く、及び大規模バッチにスケールアップする
ことが難しいなどの欠点も存在し得る。これに関連して、バッチ式プロセスの処理時間が
比較的長く及びスケールアップが難しいことから、製造業者は、直接間接を問わず特定の
消費者製品の余剰及び／又は在庫切れを経験する可能性がある。さらに、これらの欠点は
、製造業者により提供可能な製品の種類に影響を及ぼすこともある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　製品の種類を拡充し、かつ最終製品の製造効率を向上させる１つの方法としては、製品
の差別化ポイントを延長させる（すなわち、最終製品がその特性を得る時点を延長させる
）というものがある。しかし、多くの場合、製品再設計のリードタイムを短縮させるこの
ような戦略には、解決する必要のある、所望の最終製品の種類によって異なる可能性のあ
る固有の問題が存在する。例えば、複合多相物質の製造に関して、製品差別化ポイントの
延長を試みるとき、このような物質に関係する予測不可能性により、不安定性などの技術
的障害が生じる場合がある。したがって、バッチ式プロセスなど、他の製造方法に伴う欠
点をある程度又は全く存在させずに、製品の種類を拡充し、最終製品の製造効率を向上さ
せ得る、複合多相物質を含む消費者製品を製造するための、新しい方法を開発する必要が
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　安定したカスタム化粧品組成物を提供する方法であって、この方法には、消費者に、複
数の活性剤の選択肢を提供することと、消費者に、複数の活性剤の選択肢から１種以上の
活性剤を選択するように指示することと、消費者の選択した１種以上の活性剤を含むマイ
クロスケールの不均一系エマルジョンを含む、安定したカスタム化粧品組成物を提供する
ことと、を含む。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
　本特許又は出願書類には、カラーで現像された少なくとも１つの写真が含まれる。カラ
ー写真（複数可）を備える、本特許又は特許出願の複製は、要請があれば、必要な手数料
を支払うことにより、特許庁によって提供されるであろう。
【０００７】
　本明細書は、請求項をもって結論とするが、本発明は、添付図面と併せてなされる次の
説明からよりよく理解されるものと考えられる。
【図１】バッチ式プロセスの概略図である。
【図２】バッチ式プロセスによって製造されたエマルジョンを図示したものである。
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【図３】マイクロスケールの不均一系エマルジョンの作製工程の実施形態を示した略図で
ある。
【図４】マイクロスケールの不均一系エマルジョンを図示したものである。
【図５】マイクロスケールの不均一系エマルジョンを図示したものである。
【図６】マイクロスケールの不均一系エマルジョンの一部を示したものである。
【図７】図６に示すマイクロスケールの不均一系エマルジョンの部分拡大図である。
【図８】３種の異なるエマルジョンのナイアシンアミドの浸透を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　別途記載のない限り、全ての百分率は組成物の重量を基準にした重量パーセントである
。別途記載のない限り、全ての比は重量比である。全ての数値範囲は、より狭い範囲を包
含する。記載の上限及び下限は、明示されていない範囲をさらに生成する際に互換性があ
る。有効桁数は、記載量を限定するものでもなく、測定の精度を限定するものでもない。
全ての測定は、約２５℃及び周囲条件で行われるものと理解され、ここで「周囲条件」と
は、約０．１メガパスカル（１気圧）及び相対湿度約５０％という条件を意味する。
【０００９】
　「混合する」は、共通の外相を液体－液体ブレンドすることにより、個々の分散相を複
合エマルジョンに分散させる混合方法を示す。
【００１０】
　「組成物」は、異なる化学成分の混合物を意味する。
【００１１】
　「一定の内相」は、エマルジョンの内相を構成する液滴の化学組成が、液滴について均
一であることを意味する。換言すると、外相に懸濁された液滴は、典型的には、同様の濃
度で同じ成分を含む。
【００１２】
　「消費者製品」としては、おむつ、胸当て、ハンカチ；脱色、カラーリング、染色、コ
ンディショニング、洗髪、整髪を含む毛（人間、犬、及び／又は猫の）の手入れに関連す
る製品及び／又は方法；脱臭剤及び制汗剤；パーソナルクレンジング；化粧品；消費者向
けのクリーム剤、ローション剤、及びその他の局所塗布用製品の使用を含むスキンケア製
品；及びシェービング用品；下記を含むファブリックケア及びホームケアの分野における
ファブリック、硬表面、及びその他の表面の手入れに関連する製品及び／又は方法：エア
ケア、カーケア、食器洗い、洗浄力剤、ファブリックコンディショニング（柔軟剤を含む
）、洗濯用洗浄剤、洗濯添加剤及びすすぎ添加剤及び／又はケア剤、硬表面洗浄及び／又
は処理、及び消費者又は業務用のその他の洗浄；トイレットペーパー、化粧紙、ペーパー
ハンカチ、及び／又はペーパータオルに関連する製品及び／又は方法；タンポン、女性用
ナプキン；練り歯磨き、歯ジェル、歯用リンス剤、入れ歯安定剤、歯のホワイトニング剤
を含む口腔ケアに関連する製品及び／又は方法；咳止め及びかぜ薬、鎮痛剤、ＲＸ調剤、
ペットの健康及び栄養用品、及び浄水を含む店頭販売のヘルスケア製品；主として通常の
食事間の消費用又は食事の付け合わせとしての加工食品（非限定例としては、ポテトチッ
プス、トルティーヤチップ、ポップコーン、プレッツェル、コーンチップ、シリアルバー
、野菜チップ又はクリスプ、スナックミックス、パーティミックス、マルチグレインチッ
プ、スナッククラッカー、チーズスナック、ポークラインズ、コーンスナック、ペレット
スナック、押出スナック、及びベーグルチップが含まれる）；及びコーヒーが挙げられる
がこれらに限定されない。
【００１３】
　「化粧用組成物」とは、哺乳類のケラチン性組織に局所適用するのに好適な組成物を意
味する。化粧用組成物の非限定例としては、ファンデーション、パウダー、コンシーラ、
ブラシ、メイクアップリムーバー、脱毛剤、うぶ毛リムーバー、ブロンザー、マスカラ、
アイシャドー、アイライナー、リップグロス、リップカラー、リップライナー、マニキュ
ア、スキンクリーム、フェイスクリーム、フェイスクレンザー、日焼け止めローション、
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ボディローション、シェービングジェル、シェービングフォーム、シェービングクリーム
、コンディショナー、及びアフターシェーブが挙げられる。
【００１４】
　「誘導体」としては、アミド誘導体、エーテル誘導体、エステル誘導体、アミノ誘導体
、カルボキシル誘導体、アセチル誘導体、及び／又は所与の化合物のアルコール誘導体が
挙げられるがこれらに限定されない。
【００１５】
　「分散液」は、連続相に固体粒子が含まれる懸濁液を指す。
【００１６】
　「液滴の合一」は、少なくとも２つの異なるエマルジョン液滴が凝集し、最終的には破
裂して単一のエマルジョン液滴を形成する工程を指す。
【００１７】
　「エマルジョン」は、少なくとも２種類の不混和性（不溶性）の液相のコロイド懸濁液
を指す。
【００１８】
　「外相」は、少なくとも１種の他の分散成分がその中に懸濁されているエマルジョンの
連続成分を指す。
【００１９】
　「抽出物」は、以下の手順によって得られる材料を意味する。乾燥させた植物材料の指
定の部分（茎、樹皮、葉など）をガラス製のコニカルパーコレーターに入れる。植物材料
１重量部対抽出溶媒２重量部という重量比で、指定された割合の抽出溶媒を加える。指定
された抽出溶媒の割合が１００％未満である場合には、残りの溶媒は水である（例えば、
エタノール９５％と水５％、エタノール５０％と水５０％など）。約１６時間から約２４
時間の間、抽出を継続することができる。浸出液を回収し、得られる浸出液に植物由来の
追加の抽出物が実質的に含まれなくなるまでこのプロセスを繰り返す。浸出液を組み合わ
せて、減圧下で蒸発乾燥させ、得られた抽出物を窒素下で４℃未満で保存する。
【００２０】
　用語「布地ケア組成物」は、別途記載のない限り、布地柔軟化組成物、布地増強組成物
、布地フレッシュニング組成物、及びこれらの組み合わせを含む。
【００２１】
　「を含まない」は、記載の成分が組成物に添加されていないことを意味する。しかし、
記載の成分は、パーソナルケア組成物の他の成分の副産物又は反応生成物として偶発的に
形成される場合がある。
【００２２】
　「官能化変性ポリマー」は、その化学的性質を変更するために、分子内に重合された選
択的官能基を有するポリマーを示す。
【００２３】
　「グリセロール」は、トリヒドロキシルアルコールを意味する。
【００２４】
　「不均一」は、非均一的な成分又は異なる構成成分から構成されることを意味する。
【００２５】
　「高内相エマルジョン」は、単分散相の充填制限に近い内相体積分率が０．７４を超え
るエマルジョンを示す。
【００２６】
　「高剪断混合」は、レイノルズ数約１０，０００以上を有する乱流混合形態を示す。
【００２７】
　「均一」は、均一成分又は類似構成成分から構成されることを意味する。
【００２８】
　「色素沈着過剰」は、色素沈着が、隣接する皮膚の区域の色素沈着よりも大きい、皮膚
の区域を指す（例えば、色素しみ、加齢しみなど）。
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【００２９】
　「皮膚の状態を改善する」又は「改善している皮膚の状態」とは、皮膚の外観及び触感
に対して、視覚的に及び／又は触知的に知覚可能な好ましい変化又は恩恵をもたらすこと
を意味する。もたらされ得る恩恵としては、しわ及び粗く深い線、細かい線、割れ目、瘤
、及び大きい毛穴の外観を減少させること；ケラチン組織を肥厚させること（例えば、皮
膚の表皮及び／又は真皮及び／又は皮下層及び必要に応じて爪及び毛幹のケラチン層を構
築して皮膚、毛髪、又は爪の萎縮を低減すること）；真皮－表皮の境界の回旋（convolut
ion）（乳頭間隆起としても既知）を増加させること；皮膚の美白；皮膚又は毛髪弾性の
低下を防止すること、例えば、機能的皮膚エラスチンの減少、損傷、及び／又は不活性化
により生じる弾力線維症、弛み、皮膚又は毛髪の変形からの反跳の低下などといった状態
をもたらす損失を防止すること、セルライトを減少させること；皮膚、毛髪、又は爪の着
色、例えば目の下のクマ、斑点（例えば、酒さに起因するむらのある赤色着色）、黄ばみ
、色素沈着過剰により引き起こされる変色等を変化させること、が挙げられるがこれらに
限定されない。
【００３０】
　「内相」とは、エマルジョンの分散成分を指す。
【００３１】
　「ケラチン組織」とは、皮膚、毛髪、爪、角皮等を含むがこれらに限定されない、哺乳
類の最も外側の保護層として配置されるケラチン含有層を指す。
【００３２】
　「低剪断混合」は、レイノルズ数約２０００以下を有する層流混合形態を指す。
【００３３】
　「マイクロ」は、少なくとも１つの約０．００１マイクロメートル～１００マイクロメ
ートルの長さ寸法を有することを意味する。
【００３４】
　「ピッケリングエマルジョン」は、２種の不混和性液体の界面にて吸収される固体粒子
によって二相が安定化されるエマルジョンを指す。
【００３５】
　「極性溶媒」は、電気双極子モーメント又は多重極モーメントを有する分子を指し、電
気双極子モーメント又は多重極モーメントの強度は、原子と分子構造との間の電気陰性度
の差に依存する。
【００３６】
　「塩」としては、所与の化合物のナトリウム塩、カリウム塩、カルシウム塩、アンモニ
ウム塩、マンガン塩、銅塩、及び／又はマグネシウム塩が挙げられるがこれらに限定され
ない。
【００３７】
　「皮膚の老化徴候」としては、ケラチン性組織の老化により生じる、外面に視認及び触
知され得る兆候、並びにあらゆるマクロ的又はミクロ的な印象が挙げられるが、これらに
限定されない。これらの兆候は、しわ及び深いしわ、小じわ、縦じわ、陥没、隆起、大き
な毛穴、キメの粗さ又は肌荒れなど、質感のなめらかさが失われていくこと；肌の弾力が
減少すること；変色（目の下のクマなど）；しみ；皮膚の黄ばみ；加齢斑及びそばかすな
どの皮膚領域の色素過剰化；角化症；異常な分化；過剰な角質化；弾力線維症；コラーゲ
ンの分解、並びに角質層、真皮、表皮、血管系及び皮膚下の（特に皮膚に近接する）組織
（例えば、脂肪及び／又は筋肉）におけるその他の組織構造の変化（例えば、末梢血管拡
張又はクモ状血管）、などの進行が挙げられるがこれらに限定されないプロセスにより表
れる場合がある。
【００３８】
　「シリコーン」は、シリコーン油を指す。
【００３９】
　「スキンケア用活性剤」は、肌に塗布したときに、利益を提供するか、又は皮膚の状態
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を改善する物質を意味する。スキンケア用活性剤は、肌への塗布に対してのみでなく、毛
髪、爪、及びその他の哺乳類ケラチン性組織に対してもまた有用であると理解すべきであ
る。
【００４０】
　「安定化する」とは、コロイド構造を４０℃及び０．１ＭＰａ（１ａｔｍ）に３０日間
さらしたときに、個々の成分分離相に分離しないコロイド構造を作製又は調製することを
意味する。
【００４１】
　「安定」とは、コロイド構造を４０℃及び０．１ＭＰａ（１ａｔｍ）に３０日間さらし
たときに、個々の成分分離相に分離しないコロイド構造を意味する。
【００４２】
　「実質的に含まない」は、物質の量が、組成物の１重量％、０．５重量％、０．２５重
量％、０．１重量％、０．０５重量％、０．０１重量％又は０．００１重量％未満である
ことを意味する。
【００４３】
　「界面活性剤」は、２つの化学的界面間の界面張力を低下させることができる表面活性
成分を指す。界面活性剤は、二相間の界面張力を低下させることによって、２つの不混和
性液相の乳化剤として作用し得る。界面活性剤は、その化学構造により、両親媒性を有し
得る。
【００４４】
　驚くべきことに、マイクロスケールの不均一系エマルジョンは、従来の方法によって製
造されたエマルジョンと比較して、活性成分の送達に関し一貫したエンドユーザー体験及
び同様の効能を送達し得ることが発見された。さらに、マイクロスケールの不均一系エマ
ルジョンの製造方法を用いて、製品差別化ポイントを延長させ、製品の種類を拡充し、製
造有効性を向上させることができる。また、マイクロスケールの不均一系エマルジョンを
使用して、消費者にカスタマイズ可能な安定した化粧品組成物を提供することもできる。
【００４５】
　マイクロスケールの不均一系エマルジョンの使用により、消費者製品の製造にあたって
、従来のバッチ式プロセスを上回るいくつかの利点を提供し得ることが明かになっている
。例えば、従来のバッチ式プロセスと比較したときに、マイクロスケールの不均一系エマ
ルジョンの使用により、総バッチ産生量の約５００％～約６００％の増加、消費者製品の
製造にあたって、約８０％のバッチサイクル時間の短縮、消費者製品製造中に必要な洗浄
量及び衛生化の約８０％低減、必要な秤量（成分）の約６８％の減少がもたらされ得るこ
とがわかった。
【００４６】
　本明細書に記載のマイクロスケールの不均一系エマルジョンは、バッチ式プロセス又は
他の乳化技術、例えば従来の方法などによって作製されるものなど、いくつかの点で従来
のエマルジョンと異なっていてもよい。図１に示すように、一部の従来のエマルジョンは
、水相とシリコーン相との乳化によって作製され、最終製品を形成する。図２に示すよう
に、図１の方法により、典型的には、サイズが異なる場合のある液滴を構成する一定の内
相が存在する均一エマルジョン２０が得られる。図２を参照すると、液滴１０、１２及び
１４は、サイズが異なる場合があるものの、通常、化学組成に差はない。
【００４７】
　対照的に、マイクロスケールの不均一系エマルジョンは、様々な方法によって製造され
得る。そのうちの１つを図３に示す。図３によると、マイクロスケールの不均一系エマル
ジョンを含む最終生成物は、保存料及び電解質を含有している水相とシリコーン及び界面
活性剤を含有しているシリコーン相との乳化によって調製され得るベースエマルジョン、
マスバランス成分を含み得る少なくとも１つの分散液と、極性溶媒と１種以上の機能性材
料とを含む極性相と、シリコーン、界面活性剤及び１種以上の機能性成分を含有するシリ
コーン相との乳化によって調製され得る少なくとも１種の機能性エマルジョン、を混合す
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ることによって作製され得る。
【００４８】
　図４に示すように、図３の方法により、マイクロスケールの不均一系エマルジョン７０
を得ることができる。図４を参照すると、液滴３０、液滴４０、液滴５０及び液滴６０は
、それぞれ、互いに異なる化学組成を有する液滴を示す。これらの異なる液滴は、連続相
において２種以上の固有の内相のある微細構造を形成し得る。したがって、図５に示すよ
うに、マイクロスケールの不均一系エマルジョン８０は、いくつかの内相を含み得る。図
５を参照すると、複数個の液滴９０は、１種の固有の内相を示し、複数個の液滴１００は
、第２の固有の内相を示し、複数個の液滴１１０は、第３の固有の内相を示し、複数個の
液滴１２０は、第４の固有の内相を示し、外相と共に、マイクロスケールの不均一系エマ
ルジョン８０を構成する。このため、従来のエマルジョンとは対照的に、マイクロスケー
ルの不均一系エマルジョンの内相液滴組成物は、所望の最終製品に応じて、意図的に及び
体系的に異なってもよい。
【００４９】
　マイクロスケールの不均一系エマルジョンが２種以上の内相を含み得ることを図示する
ために、ベースエマルジョンを２種の異なる機能性エマルジョンと混合することによって
、マイクロスケールの不均一系エマルジョンを製造した。第１の機能性エマルジョンには
、極性相中にフルオレセイン染料を含有させ、第２の機能性エマルジョンには、極性相中
にナイルレッド染料を含有させた。図６及び図７から観察することができるとおり、ベー
スエマルジョン及び機能性エマルジョンを混合後、２つの異なる染料は、同じ液滴に共局
在するようには見えない。実際に、赤い液滴及び緑の液滴は、連続相全体では、異なって
見える。これらのデータから、マイクロスケールの不均一系エマルジョンは、少なくとも
２種の内相を含み得ることが示唆される。
【００５０】
　また、マイクロスケールの不均一系エマルジョンがスキンケア活性剤を送達する能力に
ついて評価した。比較として、バッチ式プロセスによって製造された従来のエマルジョン
を本試験に包含させた。実施例２では、６時間にわたり、一連のｉｎ　ｖｉｔｒｏ皮膚透
過試験を行い、マイクロスケールの不均一系エマルジョン及びバッチ式プロセス（すなわ
ち、バッチ式エマルジョン）によって製造されたエマルジョンからの、放射性標識したナ
イアシンアミドの浸透を評価した。エマルジョンは、ヒト死体の分層皮膚に局所的に塗布
した。フランツ型拡散セルシステムを用いて、放射性標識したナイアシンアミドが死体の
皮膚を透過する量を測定した。
【００５１】
　図８には、実施例２のエマルジョン塗布後の表皮、真皮及びフランツ型セルレセプター
から回収されたナイアシンアミドの各薬剤回収率及び総薬剤回収率をプロットしている。
皮膚の表皮層又は真皮層のいずれかへのナイアシンアミドの透過について評価したところ
、いずれかのマイクロスケールの不均一系エマルジョンとバッチ式エマルジョンとの間に
有意な差は観察されなかった。さらに、フランツ型セルレセプターへのナイアシンアミド
の浸透又は回収されたナイアシンアミドの総量について評価したところ、マイクロスケー
ルの不均一系エマルジョンとバッチ式エマルジョンとの間に有意な差は観察されなかった
。このデータから、特定の従来のエマルジョンと比較して、マイクロスケールの不均一系
エマルジョンは、同様の有効性で皮膚ケア活性剤を送達し得ることが示唆される。
【００５２】
　また、消費者受容性についても、マイクロスケールの不均一系エマルジョンを評価した
。数名の官能試験員に、従来のバッチ式プロセスによって作製されたエマルジョンから作
製されたファンデーション（「従来のファンデーション」と表記）、及びマイクロスケー
ルの不均一系エマルジョンから作製されたファンデーション（「本発明のファンデーショ
ン」と表記）を提供した。各試験員には、それぞれのファンデーションを通常どおりに５
日間使用するように指導した。官能試験員の半数には、従来のファンデーションを５日間
使用した後、本発明のファンデーションを５日間使用するよう指導した。官能試験員の残
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りの半数には、本発明のファンデーションを５日間使用した後、従来のファンデーション
に切替え５日間使用するよう指導した。官能試験員には、どちらのファンデーションが新
製品（すなわち、マイクロスケールの不均一系エマルジョンから製造）であるのか、又は
従来のものであるのかは知らせなかった。官能試験員には、試験期間中、第５日目及び第
１０日目にアンケートの記入を求めた。アンケートでは、どの程度の粘稠性が提供された
か、塗布容易性、シェード受容性（shade acceptance）、及び皮膚保湿能などの測定基準
をもとに、２種の異なるファンデーションを格付けするように官能試験員に指示した。こ
れらの測定基準では、官能試験員の返答に有意差はなく、ある程度の消費者が、マイクロ
スケールの不均一系エマルジョンを含む化粧品組成物を受容可能なものとしてみなし得る
こと、又は従来のエマルジョンを含む化粧品組成物と同等であるとみなし得ることが示唆
された。
【００５３】
　マイクロスケールの不均一系エマルジョンは、２種又はそれ以上の予備エマルジョンを
、当該技術分野において周知の低剪断混合又は高剪断混合のいずれかにより混合すること
によって調製され得る。予備エマルジョンは、当該技術分野において周知の任意の方法に
よる高剪断又は低剪断によって調製され得る。ベースエマルジョン、構造性エマルジョン
及び機能性エマルジョンは、予備エマルジョンの非限定例であり得る。使用する予備エマ
ルジョンがベースエマルジョンであるかに関わらず、構造性エマルジョン、機能性エマル
ジョン又はいくつかの他の形態のエマルジョンは、マイクロスケールの不均一系エマルジ
ョン中にエマルジョンを含ませるのに所望される機能又は原理に基づくものである。いく
つかの例では、ベースエマルジョンは、活性剤及び構造化剤を含まないエマルジョン又は
活性剤及び構造化剤を実質的に含まないエマルジョンを表し得る。いくつかの例では、構
造性エマルジョンは、１種以上の構造化剤を含んでもよい。いくつかの例では、機能性エ
マルジョンは、１種以上の機能性成分を含んでもよい。機能性成分は、活性剤によっても
たらされるものなどの、本質的に非構造性の機能をもたらすために含ませる成分である。
いくつかの例では、微生物の増殖を制限し、長期保存を可能にするために、水を含まない
又は実質的に水を含まない少なくとも１つの予備エマルジョンを調製することが所望され
得る。また、マイクロスケールの不均一系エマルジョンを調製するとき、１種以上の分散
液を１種以上の予備エマルジョンと混合してもよい。いくつかの例では、低剪断混合によ
って少なくとも２種の予備エマルジョンを混合することが所望され得る。いくつかの例で
は、低剪断混合によって少なくとも１種の分散液を予備エマルジョンと混合することが所
望され得る。いくつかの例では、溶液は、１つ以上の予備エマルジョンと混合することが
できる。いくつかの例では、マイクロスケールの不均一系エマルジョンは、少なくとも１
種の高内相エマルジョンを含み得る。予備エマルジョンの非限定実施例としては、油中水
型エマルジョン、水中油型エマルジョン及びシリコーン中水型エマルジョンが挙げられる
。例えば、水中油型エマルジョンは、連続水性媒質に懸濁されている油滴を含む。
【００５４】
　マイクロスケールの不均一系エマルジョンを設計するとき、外相溶媒は、最終外相への
溶解を防止する熱力学的エネルギードライバーが顕著に存在しないように、最終的な相対
比にて互いに混和性／可溶性であるものとするべきである。理論によって制限されるもの
ではないが、液滴合一により、マイクロスケールの不均一系エマルジョンにおいて不安定
性が促進し得ることが観察されている。したがって、液滴合一は、最小限に抑えるべきで
ある。これは、予備エマルジョン中の不安定化成分量を低減又は消失させることによって
達成することができる。不安定化成分は、概して、多相系の界面を分割し得る成分クラス
である。不安定化成分の非限定例としては、ベンジルアルコール、エチルアルコール、及
びフェノキシアルコールが挙げられる。したがって、いくつかの実施例では、予備エマル
ジョンは、ベンジルアルコール、エチルアルコール、フェノキシアルコール及びこれらの
組み合わせを含まなくてもよい。
【００５５】
　いくつかの例では、マイクロスケールの不均一系エマルジョンは、３種以上の内相及び
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外相を含み得る。いくつかの例では、マイクロスケールの不均一系エマルジョンは、３種
の内相及び外相を含み得る。いくつかの例では、マイクロスケールの不均一系エマルジョ
ンは４種の内相及び外相を含み得る。他の例では、マイクロスケールの不均一系エマルジ
ョンは、５種の内相及び外相を含み得る。いくつかの例では、１種以上の内相は、マイク
ロスケールの不均一系エマルジョンの外相内で、それぞれ、安定化される。いくつかの例
では、少なくとも１種の内相は構造相であり、この内相は少なくとも１つの構造剤を含む
。いくつかの例では、少なくとも１の内相は機能相であり、この内相は少なくとも１つの
機能成分を含む。
【００５６】
　マイクロスケールの不均一系エマルジョン中の内相の液滴平均径は、例えば、０．５マ
イクロメートル～３マイクロメートル、０．５マイクロメートル～５マイクロメートル、
０．５マイクロメートル～１０マイクロメートル又は０．５マイクロメートル～１００マ
イクロメートルの範囲であり得る。特定の例では、液滴平均径は、０．５マイクロメート
ル未満であってよい。マイクロスケールの不均一系エマルジョンの液滴平均径は、１種以
上の予備エマルジョンを任意の１種以上の分散液と混合するために使用される方法に応じ
て変化し得る。
【００５７】
　いくつかの例では、マイクロスケールの不均一系エマルジョンは、１種以上の内相を外
相内で安定化させるための１種以上の安定化剤を含み得る。外相内で内相を安定化させる
ために必要な安定化剤の安定化量は多様であり得る。安定化剤は、マイクロスケールの不
均一系エマルジョンの内相及び／又は外相中に存在させることができる。安定化剤の非限
定実施例としては、界面活性剤及び官能化変性ポリマーが挙げられる。安定化剤として使
用可能な界面活性剤の非限定例としては、シリコーン界面活性剤、非イオン性界面活性剤
のほか、カチオン界面活性剤及びアニオン界面活性剤などのイオン性界面活性剤及びこれ
らの組み合わせが挙げられる。
【００５８】
　好適な安定化剤としては、以下の部類のエーテル及びエステルが挙げられる：ポリグリ
コールと脂肪族アルコールのエーテル、ポリグリコールと脂肪酸のエステル、ポリグリコ
ールと脂肪族アルコールのグリコシル化エーテル、ポリグリコールと脂肪酸のグリコシル
化エステル、Ｃ12～30アルコールとグリセロール又はポリグリセロールのエーテル、Ｃ12

～30脂肪酸とグリセロール又はポリグリセロールのエステル、オキシアルキレン修飾Ｃ12

～30アルコールとグリセロール又はポリグリセロールのエーテル、含むC12～30脂肪族ア
ルコールとショ糖又はグルコースのエーテル、ショ糖とＣ12～30脂肪酸のエステル、ペン
タエリスリトールとＣ12～30脂肪酸のエステル、ソルビトール及び／又はソルビタンとＣ

12～30脂肪酸のエステル、ソルビトール及び／又はソルビタンとアルコキシ化ソルビタン
のエーテル、ポリグリコールとコレステロールのエーテル、Ｃ12～30脂肪酸とソルビトー
ル及び／又はソルビタンのアルコキシ化エーテルのエステル、並びにこれらの組み合わせ
。
【００５９】
　直鎖又は分枝鎖型シリコーン乳化剤もまた、安定化剤として使用することができる。特
に有用なポリエーテル修飾シリコーンとしては、信越シリコーンのＫＦ－６０１１、ＫＦ
－６０１２、ＫＦ－６０１３、ＫＦ－６０１５、ＫＦ－６０１５、ＫＦ－６０１７、ＫＦ
－６０４３、ＫＦ－６０２８、及びＫＦ－６０３８が挙げられる。また、特に有用なもの
は、信越シリコーンのＫＦ－６１００、ＫＦ－６１０４、及びＫＦ－６１０５を含むポリ
グリセロール化直鎖又は分枝鎖シロキサン乳化剤である。
【００６０】
　また、安定化剤としては、乳化性シリコーンエラストマーも挙げられる。好適な乳化性
シリコーンエラストマーとしては、少なくとも１つのポリアルキルエーテル又はポリグリ
セロール化単位を挙げることができる。使用することができるポリオキシアルキレン化（
Polyoxyalylenated）乳化性シリコーンエラストマーとしては、ＫＳＧ－２１、ＫＳＧ－
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２０、ＫＳＧ－３０、ＫＳＧ－３１、ＫＳＧ－３２、ＫＳＧ－３３；ＫＳＧ－２１０（ジ
メチコン中に分散したジメチコン／ＰＥＧ－１０／１５クロスポリマー）；ＫＳＧ－３１
０（ＰＥＧ－１５ラウリルジメチコンクロスポリマー）；ＫＳＧ－３２０（イソドデカン
中に分散したＰＥＧ－１５ラウリルジメチコンクロスポリマー）；ＫＳＧ－３３０（トリ
エチルヘキサノイン中に分散したＰＥＧ－１５ラウリルジメチコンクロスポリマー）、Ｋ
ＳＧ－３４０（ＰＥＧ－１０ラウリルジメチコンクロスポリマー及びＰＥＧ－１５ラウリ
ルジメチコンクロスポリマー）の名前で信越シリコーンから販売されているものが挙げら
れる。ＰＥＧ－１２ジメチコンクロスポリマー（ＤＣ　９０１０及び９０１１）を含む他
のシリコーン製乳化エラストマーが、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（商標）によって供給され
ている。Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇによって販売されている他の好適なシリコーン乳化剤と
しては、ＤＣ９０１０及びＤＣ９０１１が挙げられる。国際公開第２００４／０２４７９
８号には、ポリグリセロール化乳化性シリコーンエラストマーが開示される。このような
エラストマーとしては、信越シリコーンのＫＳＧシリーズ、例えば、ＫＳＧ－７１０（ジ
メチコンに分散したジメチコン／ポリグリセリン－３クロスポリマー）が挙げられ、ある
いは、信越シリコーンからＫＳＧ－８１０、ＫＳＧ－８２０、ＫＳＧ－８３０、又はＫＳ
Ｇ－８４０として入手可能な、イソドデカン、ジメチコン、トリエチルヘキサノイン等の
各種溶媒に分散したラウリルジメチコン／ポリグリセリン－３クロスポリマーが挙げられ
る。
【００６１】
　更なる安定化剤の非限定例は、米国特許第３，７５５，５６０号、米国特許第４，４２
１，７６９号、及びＭ．Ｃ．Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏ．から発行されているＭｃＣｕ
ｔｃｈｅｏｎ’ｓ，Ｅｍｕｌｓｉｆｉｅｒｓ　ａｎｄ　Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔｓ，２０１０
　Ａｎｎｕａｌ　Ｅｄ．に開示されている。他の好適な安定化剤はさらに、Ｐｅｒｓｏｎ
ａｌ　Ｃａｒｅ　Ｐｒｏｄｕｃｔ　Ｃｏｕｎｃｉｌ’ｓ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　
Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ　ａｎｄ　Ｈａｎｄｂ
ｏｏｋ，Ｔｈｉｒｔｅｅｎｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，２００６の「Ｓｕｒｆａｃｔａｎｔｓ
－Ｅｍｕｌｓｉｆｙｉｎｇ　Ａｇｅｎｔｓ」の機能分類下に記載されている。
【００６２】
　特定の実施例では、マイクロスケールの不均一系エマルジョンは、ピッケリングエマル
ジョンであってもよい。マイクロスケールの不均一系エマルジョンは、ピッケリングエマ
ルジョンであってよく、外相及び／又は内相中に少なくとも１種の官能化変性ポリマーを
含み得る。官能化変性ポリマーの非限定例としては、アルキル変性シリコーンポリマー、
シリコーンポリエーテルのほか、シリコーン第四級ジアルキル、シリコーン第四級脂肪族
アミド及びシリコーンポリエーテル第四級脂肪族などのシリコーン第四級化合物並びにシ
リコーンアミンが挙げられる。官能化変性ポリマーのいくつかの非限定例は、Ｓｉｌｔｅ
ｃｈ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｏｎｔａｒｉｏ，Ｃａｎａｄａ）より入手可能であり、
商標名Ｓｉｌｓｕｒｆ　Ａ００４、Ｓｉｌｆｓｕｒｆ　Ａ００８、Ｓｉｌｔｅｃｈ　ＯＰ
－１２、Ｓｉｌｑｕａｔ　３１８０、Ｓｉｌｑｕａｔ　Ｄ２、Ｓｉｌａｍｉｎｅ　Ａ０　
ＥＤＡ、Ｓｉｌａｍｉｎｅ　Ｔ－ＳＡ及びＳｉｌａｍｉｎｅ　ＤＧ－５０で販売されてい
る。
【００６３】
　マイクロスケールの不均一系エマルジョンの外相及び内相は、１種以上の溶媒を含み得
る。溶媒の非限定例としては、水溶性極性溶媒（例えば、水）及び非水溶性極性溶媒が挙
げられる。極性溶媒の非限定例としては、グリコール系極性溶媒及びグリセリン系極性溶
媒が挙げられる。非水溶性極性溶媒のクラスの非限定例としては、モノヒドロキシアルコ
ール、ジオール、トリオール、グリセロールエステル及びポリグリコールが挙げられる。
非水溶性極性溶媒の特異的な非限定例としては、エタノール、メタノール、プロパノール
、イソプロパノール、ブタノール、エチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロ
ピレングリコール、グリセロール、グリセリルトリプロピオネート、グリセリルトリブチ
レート、ポリエチレングリコール及びこれらの混合物が挙げられる。
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【００６４】
　マイクロスケールの不均一系エマルジョンの外相及び内相には、１種以上の防腐剤を含
ませることもできる。防腐剤の非限定例としては、パラ－ヒドロキシ安息香酸のアルキル
エステルが挙げられる。他の有用な防腐剤としては、１，３－ビス（ヒドロキシメチル）
－５，５－ジメチルヒダントインなどのヒダントイン誘導体、プロピオン酸塩及び例えば
ベンザルコニウムクロリド、ｑｕａｔｅｒｎｉｕｍ　１５（Ｄｏｗｉｃｉｌ　２００）、
ベンゼトニウムクロリド及びメチルベンゼトニウムクロリドなどの種々の第四級アンモニ
ウム化合物が挙げられる。好適な防腐剤の他の例としては、ＥＤＴＡ二ナトリウム、フェ
ノキシエタノール、メチルパラべン、プロピルパラベン、イミダゾリジニル尿素（Ｇｅｒ
ｍａｌｌ　１１５７として入手可能）、ナトリウムデヒドロアセテート及びベンジルアル
コールが挙げられる。防腐剤は、組成物の使用、及び、エマルジョンにおいて防腐剤と他
の成分との間に生じ得る不適合性を考慮して選択されるものとする。
【００６５】
　マイクロスケールの不均一系エマルジョンの外相及び内相は、１種以上の着色剤を含み
得る。いくつかの例では、１種以上の分散液中に１種以上の着色剤を含ませ、１種以上の
予備エマルジョンと混合して、マイクロスケールの不均一系エマルジョンを形成してもよ
い。いくつかの例では、１種以上の予備エマルジョン中に１種以上の着色剤を含ませて、
マイクロスケールの不均一系エマルジョンを形成してもよい。着色剤は顔料の形態であっ
てもよい。本明細書で使用するとき、用語「顔料」は、感知され得るほどの発光をもたら
すことなく、ある波長の光を反射し、他の波長の光を吸収する固体を意味する。有用な顔
料としては、不活性ミネラル（複数可）（例えば、タルク、炭酸カルシウム、クレイ）に
まで及ぶ顔料、又はシリコーン若しくは他の顔料コーティング（例えば、顔料粒子の再凝
集を予防するためのもの又は極性（疎水性）変化を予防するためのもの）で処理された顔
料が挙げられるがこれらに限定されない。顔料は、不透明さ及び色を付与するために用い
ることができる。一般に安全と認識される任意の顔料（参照によって、本明細書に援用さ
れる、Ｃ．Ｔ．Ｆ．Ａ．ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ，
３rd　Ｅｄ．，ｃｏｓｍｅｔｉｃ　ａｎｄ　Ｆｒａｇｒａｎｃｅ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏ
ｎ，Ｉｎｃ．，Ｗａｓｈｉｎｇｔｏｎ，Ｄ．Ｃ．（１９８２）に列挙されているものなど
）は、本明細書に記載のマイクロスケールの不均一系エマルジョン中に使用され得る。有
用な顔料は、体質顔料、無機白色顔料、無機有色顔料、及びパール剤等であってもよい。
具体例としては、タルク、雲母、炭酸マグネシウム、炭酸カルシウム、ケイ酸マグネシウ
ム、ケイ酸マグネシウムアルミニウム、シリカ、二酸化チタン、酸化亜鉛、赤酸化鉄、黄
酸化鉄、黒酸化鉄、ウルトラマリン、ポリエチレンパウダー、メタクリルレートパウダー
、ポリスチレンパウダー、シルクパウダー、結晶セルロース、デンプン、雲母チタン、酸
化鉄雲母チタン、オキシ塩化ビスマスなどが挙げられる。上述の顔料は、単独で又は組み
合わせて使用することができる。
【００６６】
　更なる顔料の例としては、ガム、チョーク、フラー土、カオリン、絹雲母、白雲母、金
雲母、合成雲母、リシア雲母、黒雲母、リチア雲母、バーミキュライト、ケイ酸アルミニ
ウム、デンプン、スメクタイトクレイ、アルキル及び／又はトリアルキル・アリール・ア
ンモニウム・スメクタイト、化学修飾アルミニウムマグネシウムシリケート、有機修飾モ
ンモリロナイトクレイ、水和ケイ酸アルミニウム、ヒュームドアルミニウムスターチオク
テニルスクシナートバリウムシリケート、ケイ酸カルシウム、ケイ酸マグネシウム、スト
ロンチウムシリケート、金属タングステン酸塩、マグネシウム、シリカアルミナ、ゼオラ
イト、硫酸バリウム、焼成硫酸カルシウム（焼石膏）、リン酸カルシウム、フッ素アパタ
イト、ヒドロキシアパタイト、セラミック粉末、金属石鹸（ステアリン酸亜鉛、ステアリ
ン酸マグネシウム、亜鉛ミリスチン酸塩、カルシウムパルミチン酸塩及びアルミニウム・
ステアリン酸塩）、コロイド状二酸化ケイ素（silicone dioxide）及び窒化ホウ素などの
無機粉末；ポリアミド樹脂粉末（ナイロン粉末）、シクロデキストリン、メチルポリメタ
クリレート粉末、スチレン及びアクリル酸コポリマー粉末、ベンゾグアナミン樹脂粉末、
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ポリ（四フッ化エチレン）粉末、及びカルボキシビニルポリマー、セルロース粉末（例え
ば、ヒドロキシエチルセルロース及びカルボキシメチルセルロースナトリウム）、エチレ
ングリコールモノステアレートなどの有機粉末；酸化マグネシウムなどの無機白色顔料が
挙げられるがこれらに限定されない。他の有用な顔料は、１９９７年１１月１８日発行の
米国特許第５，６８８，８３１号（Ｅｌ－Ｎｏｋａｌｙ　ｅｔ　ａｌ．，）に開示されて
いる。また、本明細書で有用な顔料は、ＢＡＳＦのナノ着色剤などの顔料及びＢＡＳＦの
Ｓｉｃｏｐｅａｒｌｓなどの多層干渉顔料である。顔料は、追加の色安定性及び／又は処
方の容易さを備えるように表面処理されてもよい。さらに、シリコーンと相容性のある材
料で顔料を処理するのに有用であり得る。特に有用な処理としては、米国特許第５，１４
３，７２２号に開示されるもののようなポリシロキサン処理が挙げられる。顔料は、約５
ｎｍ～約１００，０００ｎｍ、又は約５０ｎｍ～約５，０００ｎｍ、又は約１００ｎｍ～
約１０００ｎｍの範囲の一次平均粒径を有してもよい。
【００６７】
　他の有用な着色剤としては、アルミニウム、バリウム又はカルシウム塩又はレーキが挙
げられる。着色剤のいくつかの他の例としては、赤色３号アルミニウムレーキ、赤色２１
号アルミニウムレーキ、赤色２７号アルミニウムレーキ、赤色２８号アルミニウムレーキ
、赤色３３号アルミニウムレーキ、黄色５号アルミニウムレーキ、黄色６号アルミニウム
レーキ、黄色１０号アルミニウムレーキ、橙黄色５号アルミニウムレーキと青色１号アル
ミニウムレーキ、赤色６号バリウムレーキ、赤色７号カルシウムレーキが挙げられる。着
色料は、染料であってもよい。好適な実施例としては、赤色６号、赤色２１号、ブラウン
、ラセット、及びＳｉｅｎｎａ染料、並びにこれらの混合物が挙げられる。
【００６８】
　マイクロスケールの不均一系エマルジョンの外相及び内相は、粘度を増大させる、濃化
させる、凝固させる、又はマイクロスケールの不均一系エマルジョンに固体構造若しくは
結晶構造を提供するために使用され得る、１種以上の構造化剤を含み得る。いくつかの例
では、予備エマルジョンは、１種以上の構造化剤を含んでもよい。構造化剤は、典型的に
は、溶解性、分散性、又は相適合性に基づき分類される。水性構造化剤の例としては、高
分子剤、天然又は合成ゴム、多糖類等が挙げられる。多糖類及びゴムは、好適な水相濃化
剤であってもよい。ポリマー構造化剤の好適なクラスとしては、カルボン酸ポリマー、ポ
リアクリルアミドポリマー、スルホン酸化ポリマー、高分子量ポリアルキルグリコール又
はポリグリセリン、これらのコポリマー、これらの疎水的に修飾された誘導体、及びこれ
らの混合物が挙げられるがこれらに限定されない。
【００６９】
　油性構造化剤の例としては、シリコーン及び有機系材料が挙げられる。シリコーンエラ
ストマー、シリコーンガム、シリコーンワックス、シリコーンの粘度を増加させる程度の
重合度を有する線状シリコーンなどの、シリコーン系の油性構造化剤が好適なものであり
得る。シリコーン構造化剤の例としては、シリコーンエラストマー、シリコーンガム、及
びシリコーンワックスが挙げられるがこれらに限定されない。好適なシリコーンエラスト
マーは、粉末形態であってもよく、又は揮発性若しくは不揮発性シリコーン等の溶媒、又
はパラフィン系炭化水素若しくはエステル等のシリコーン相容性媒質中に分散又は可溶化
されてもよい。シリコーンエラストマー粉末の例としては、信越シリコーンから入手可能
な、ＫＳＰ－１００、ＫＳＰ－１０１、ＫＳＰ－１０２、ＫＳＰ－１０３、ＫＳＰ－１０
４、ＫＳＰ－１０５等の、ビニルジメチコーン／メチコンシルセスキオキサンクロスポリ
マー、信越シリコーンから入手可能な、ＫＳＰ－２００等の、フルオロアルキル基を含有
するハイブリッド型シリコーン粉末（この粉末はフルオロ－シリコーンエラストマーであ
る）、並びに信越シリコーンから入手可能な、ＫＳＰ－３００等の、フェニル基を含有す
るハイブリッド型シリコーン粉末（この粉末は、フェニル置換されたシリコーンエラスト
マーである）；並びにＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇから入手可能な、ＤＣ９５０６が挙げられ
る。
【００７０】
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　シリコーンエラストマー分散体の例としては、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒ
ａｔｉｏｎから商品名ＤＣ９０４０又はＤＣ９０４１で市販のもの、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ
から商品名ＳＦＥ　８３９で市販のもの、又は信越シリコーンから商品名ＫＳＧ－１５、
１６、１８で市販のもの等、各種供給元から供給されるジメチコン／ビニルジメチコンク
ロスポリマーが挙げられる。ＫＳＧ－１５は、ＩＮＣＩ名シクロペンタシロキサン（及び
）ジメチコン／ビニルジメチコンクロスポリマーを有する。ＫＳＧ－１８は、ＩＮＣＩ名
ジフェニルシロキシフェニルトリメチコン（及び）ジメチコン／フェニルビニルジメチコ
ンクロスポリマーを有する。シリコーンエラストマーは、Ｇｒａｎｔ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉ
ｅｓから、Ｇｒａｎｓｉｌ（商標）として購入することもできる。信越シリコーンから商
品名ＫＳＧ－４１、ＫＳＧ－４２、ＫＳＧ－４３及びＫＳＧ－４４で供給されるラウリル
ジメチコン／ビニルジメチコンクロスポリマー等、長鎖アルキル置換を有するその他のシ
リコーンエラストマーが好適である場合もあり、この場合、エラストマーはそれぞれ、鉱
油、イソドカン、トリエチルヘキサノイン又はスクアレン等の溶媒に分散している。信越
シリコーンから商品名ＫＳＧ－８１０、ＫＳＧ－８２０、ＫＳＧ－８３０、及びＫＳＧ－
８４０で供給される、ラウリルジメチコン／ポリグリセリン－３クロスポリマー等、ポリ
グリセリン置換を有するその他のシリコーンエラストマーが好適である場合もあり、この
場合、エラストマーはそれぞれ、鉱油、イソドカン、トリエチルヘキサノイン又はスクア
レン等の溶媒に分散している。信越シリコーンから、商品名ＫＳＧ－３１０、ＫＳＧ－３
２０、ＫＳＧ－３３０、及びＫＳＧ－３４０で市販のＰＥＧ－１５／ラウリルジメチコン
架橋ポリマー等、ポリグリコール置換を有するその他のシリコーンエラストマーが好適で
ある場合もあり、この場合、エラストマーはそれぞれ、鉱油、イソドカン、トリエチルヘ
キサノイン又はスクアレン等の溶媒に分散している。ポリグリコール置換を有する他の好
適なシリコーンエラストマーとしては、信越シリコーンのＫＳＧ－２１０、すなわちジメ
チコン／ＰＥＧ－１０／１５クロスポリマーのジメチコン溶液が挙げられる。
【００７１】
　シリコーンガムは、別の油性構造化剤である。シリコーンガムは、典型的には、２５℃
で約５００，０００～１００×１０6ｍ2／ｓ（約５００，０００～１００×１０6ｃｓｔ
）、約６００，０００～２０×１０6ｍ2／ｓ、約６００，０００～１２×１０6ｍ2／ｓ（
約６００，０００～２０×１０6ｃｓｔ、約６００，０００～１２×１０6ｃｓｔ）の範囲
の粘度を有する。好適なシリコーンゴムとしては、Ｗａｃｋｅｒ－Ｂｅｌｓｉｌから商品
名ＣＭ　３０９２、Ｗａｃｋｅｒ－Ｂｅｌｓｉｌ　１０００、又はＷａｃｋｅｒ－Ｂｅｌ
ｓｉｌ　ＤＭ　３０９６で市販のものが挙げられる。商品名１－１２５４　Ｆｌｕｉｄ、
２－９０２３　Ｆｌｕｉｄ、及び２－９０２６　ＦｌｕｉｄでＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　
Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なジメチコノールは、特に好適なシリコーンゴムで
ある。ジメチコノールは、多くの場合、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ１４０１　Ｆｌｕｉｄ、
１４０３　Ｆｌｕｉｄ及び１５０１　Ｆｌｕｉｄなどのように、揮発性又は不揮発性シリ
コーンとの混合物として市販される。
【００７２】
　別の種類の油性構造化剤としては、シリコーンワックスが挙げられる。シリコーンワッ
クスは、アルキルシリコーンワックスと呼ぶこともでき、それらは、室温で半固体又は固
体のものであってよい。用語「アルキルシリコーンワックス」は、シロキサンに半固体又
は固体特性を付与する置換長鎖アルキル（Ｃ１６～３０など）を有する、ポリジメチルシ
ロキサンを意味する。このようなシリコーンワックスの例としては、Ｅｖｏｎｉｋ　Ｇｏ
ｌｄｓｃｈｍｉｄｔ　ＧｍｂＨから商品名Ａｂｉｌ　Ｗａｘ　９８００で購入可能な、あ
るいはＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇから商品名２５０３で購入可能なステアリルジメチコンが
挙げられる。他の例としては、ビス－ステアリルジメチコン（Ｇｒａｎｓｉｌ　Ｉｎｄｕ
ｓｔｒｉｅｓから商品名Ｇｒａｎｓｉｌ　Ａ－１８で購入可能）、ベヘニルジメチコン又
はベヘノキシジメチコンが挙げられる。
【００７３】
　他の好適な増粘剤としては、ポリアミド及びポリシリコーン－ポリアミドコポリマーが
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挙げられる。好適なポリシリコーン－ポリアミドコポリマーは、米国特許出願公開第２０
０４／０１７０５８６号に開示されている。他の油相構造化剤は、動物性、植物性、又は
ミネラルワックス等、１種以上の天然又は合成ワックスであってもよい。好適なシリコー
ンワックスは、米国特許第５，４１３，７８１号、及び同第５，７２５，８４５号に開示
されており、さらには、アルキルメチルポリシロキサン、Ｃ１０～Ｃ６０アルキルジメチ
コン、及びこれらの混合物も包含される。他の構造化剤としては、天然又は合成モンモリ
ロナイト鉱物、シリカ、ケイ酸塩、シリカケイ酸塩、及びアルカリ金属又はこれらのアル
カリ土類金属誘導体が挙げられる。
【００７４】
　マイクロスケールの不均一系エマルジョンの外相及び内相は、１種以上の電解質を含み
得る。電解質の非限定例としては、塩化ナトリウム、塩化カリウム、塩化マグネシウム及
び重炭酸ナトリウムが挙げられる。
【００７５】
　油は、水又は水溶性溶媒に好適ではない物質を可溶化、分散、又は担持するために使用
してよい。好適な油としては、シリコーン、炭化水素、エステル、アミド、エーテル、及
びこれらの混合物が挙げられる。油は室温で流体であってよい。油は、揮発性又は不揮発
性であってよい。「不揮発性」は、材料が、２５℃、０．１メガパスカス（１気圧）で、
約０．０３ｋＰａ（水銀約０．２ｍｍ）以下の蒸気圧を示すこと、及び／又は材料が、０
．１メガパスカス（１気圧）で、少なくとも約３００℃の沸点を有することを示す。「揮
発性」は２０℃で、少なくとも約０．０３ｋＰａ（約０．２ｍｍ，水銀蒸気圧）の蒸気圧
を示す材料を意味する。揮発性油は、もったりとして油っぽい皮膜が望ましくないときに
、感触を軽やかにするために使用することができる。いくつかの例では、油は、予備エマ
ルジョンの油相と関連する担体として使用することができる。
【００７６】
　好適な油としては揮発性油が挙げられる。ある実施形態では、揮発性油は、２５℃で約
０．５～５ｍｍ2／ｓ（０．５～５センチストークス）の範囲の粘度を有してもよい。揮
発性油は、塗布後のより急速な乾燥を促進させるために使用することができる。不揮発性
油も使用に好適である。不揮発性油は、皮膚の軟化及び保護特性を目的に頻用される。
【００７７】
　好適なシリコーン油としては、ポリシロキサンが挙げられる。ポリシロキサンは、２５
℃で、約０．５～約１，０００，０００ｍｍ2／ｓ（約０．５～約１，０００，０００セ
ンチストロークス）の粘度を有し得る。こうしたポリシロキサンは、一般式：
　Ｒ3ＳｉＯ［Ｒ2ＳｉＯ］xＳｉＲ3

　により表すことができ、式中、Ｒは、独立して、水素又はＣ1～30直鎖若しくは分岐鎖
、飽和若しくは不飽和アルキル、フェニル若しくはアリール、トリアルキルシロキシから
選択され、ｘは、所望の分子量を得るために選択される０～約１０，０００の整数である
。所定の実施形態では、Ｒは水素、メチル、又はエチルである。市販のポリシロキサンと
しては、ジメチコンとしても既知である、ポリジメチルシロキサンが挙げられ、その例と
しては、Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕ製のＤＭ－Ｆｌｕｉｄシリーズ、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｐｅ
ｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ　Ｉｎｃ．から販売されているＶｉｃａｓｉｌ
（登録商標）シリーズ、及びＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから販売
されているＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）２００シリーズが挙げられる。好適なポ
リジメチルシロキサンの具体例としては、０．６５、１．５、５０、１００、３５０、１
０，０００、１２，５００　１００，０００及び３００，０００ｍｍ2／ｓ（０．６５、
１．５、５０、１００、３５０、１０，０００、１２，５００　１００，０００及び３０
０，０００センチストークス）の粘度を有するＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）２０
０　ｆｌｕｉｄｓ（Ｘｉａｍｅｔｅｒ（登録商標）ＰＭＸ－２００シリコーン流体として
も販売）が挙げられる。
【００７８】
　好適なジメチコンとしては、化学式：
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　Ｒ3ＳｉＯ［Ｒ2ＳｉＯ］x［ＲＲ’ＳｉＯ］yＳｉＲ3

　により表されるものが挙げられ、式中、Ｒ及びＲ’は、それぞれ独立して、水素又はＣ

1～30直鎖若しくは分岐鎖飽和若しくは不飽和アルキル、アリール若しくはトリアルキル
シロキシであり、ｘ及びｙは、それぞれ、所望の分子量を得るために選択される１～１，
０００，０００の整数である。好適なシリコーンとしては、フェニルジメチコン（Ｂｏｔ
ａｎｉｇｅｎｉｃｓ，Ｉｎｃ．製のＢｏｔａｎｓｉｌ（商標）ＰＤ－１５１）、ジフェニ
ルジメチコン（信越シリコーン製のＫＦ－５３及びＫＦ－５４）、フェニルトリメチコン
（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ製の５５６コスメチック・グレードＦｌｕｉｄ）、又はトリメ
チルシロキシフェニルジメチコン（Ｗａｃｋｅｒ－Ｂｅｌｓｉｌ製のＰＤＭ－２０、ＰＤ
Ｍ－２００、又はＰＤＭ－１０００）が挙げられる。他の例としては、少なくともＲ’が
脂肪族アルキル（例えば、Ｃ12～22）であるアルキルジメチコンが挙げられる。好適なア
ルキルジメチコンは、Ｒ’がＣ１６直鎖であり、Ｒがメチルである、セチルジメチコンで
ある。セチルジメチコンは、２５０２コスメチック　ＦｌｕｉｄとしてＤｏｗ　Ｃｏｒｎ
ｉｎｇから、あるいはＡｂｉｌ　Ｗａｘ　９８０１又は９８１４としてＥｖｏｎｉｋ　Ｇ
ｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔ　ＧｍｂＨから入手可能である。
【００７９】
　環状シリコーンは使用され得るシリコーンオイルの一種である。特定の実施形態では、
環状シリコーンは一般式：
【００８０】
【化１】

　を有し、式中、Ｒは、独立して、水素又はＣ1～30直鎖若しくは分岐鎖、飽和若しくは
不飽和アルキル、フェニル若しくはアリール、トリアルキルシロキシから選択され、ｎ＝
３～８であり、これらの混合物である。一般的に、シクロメチコンの混合物が使用される
（ｎは４、５及び／又は６である）。市販の好適なシクロメチコンとしては、Ｄｏｗ　Ｃ
ｏｒｎｉｎｇ　ＵＰ－１００１　Ｕｌｔｒａ　Ｐｕｒｅ　Ｆｌｕｉｄ（すなわち、ｎ＝４
）、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　ＸＩＡＭＥＴＥＲ（登録商標）ＰＭＸ－０２４５（すなわ
ち、ｎ＝５）、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　ＸＩＡＭＥＴＥＲ（登録商標）ＰＭＸ－０２４
５（すなわち、ｎ＝６）、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　２４５　Ｆｌｕｉｄ（すなわち、ｎ
＝４及び５）及びＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　３４５　Ｆｌｕｉｄ（すなわち、ｎ＝４、５
及び６）が挙げられる。
【００８１】
　好適な炭化水素油としては、直鎖、分枝鎖、又は環状のアルカン及びアルケンが挙げら
れる。鎖長は、揮発性等の所望の機能特性に基づき選択してよい。好適な揮発性炭化水素
は、５～２０個の炭素原子、あるいは、８～１６個の炭素原子を有してもよい。
【００８２】
　他の好適な油としては、エステルが挙げられる。好適なエステルは、典型的には、少な
くとも１０個の炭素原子を含有する。これらのエステルとしては、脂肪酸又はアルコール
に由来するヒドロカルビル鎖とのエステル（例えば、モノエステル、多価アルコールエス
テル、及びジ－及びトリ－カルボン酸エステル）が挙げられる。このエステルのヒドロカ
ルビルラジカルは、アミド及びアルコキシ部分（例えば、エトキシ又はエーテル結合など
）のような他の適合性のある官能基を共有結合により含んでよく、又はこのようなヒドロ
カルビルラジカルをこうした官能基へ共有結合させてもよい。エステルの例としては、イ
ソステアリン酸イソプロピル、ラウリン酸ヘキシル、ラウリン酸イソヘキシル、パルミチ
ン酸イソヘキシル、パルミチン酸イソプロピル、オレイン酸デシル、オレイン酸イソデシ
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ル、ステアリン酸ヘキサデシル、ステアリン酸デシル、イソステアリン酸イソプロピル、
アジピン酸ジヘキシルデシル、乳酸ラウリル、乳酸ミリスチル、乳酸セチル、ステアリン
酸オレイル、オレイン酸オレイル、ミリスチン酸オレイル、酢酸ラウリル、プロピオン酸
セチル、Ｃ１２～１５安息香酸アルキル、アジピン酸ジイソプロピル、アジピン酸ジブチ
ル及びアジピン酸オレイルが挙げられるが、これらに限定されない。他の好適なエステル
は、さらにＰｅｒｓｏｎａｌ　Ｃａｒｅ　Ｐｒｏｄｕｃｔ　Ｃｏｕｎｃｉｌ’ｓ　Ｉｎｔ
ｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒ
ｙ　ａｎｄ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ，Ｔｈｉｒｔｅｅｎｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，２０１０の「
エステル」の機能カテゴリに記載されている。化粧料組成物中への使用に好適な他のエス
テルとしては、多価アルコールエステル及びグリセリドとして既知のものが挙げられる。
【００８３】
　他の好適な油としては、アミドが挙げられる。アミドとしては、２５℃で液体であり、
水に不溶性である、アミド官能基を有する化合物が挙げられる。好適なアミドとしては、
Ｎ－アセチル－Ｎ－ブチルアミノプロピオネート、イソプロピルＮ－ラウロイルサルコシ
ナート、及びＮ，Ｎ，－ジエチルトルアミドが挙げられる。他の好適なアミドは、米国特
許第６，８７２，４０１号に開示される。
【００８４】
　他の好適な油としては、エーテルが挙げられる。好適なエーテルとしては、多価アルコ
ールの飽和及び不飽和脂肪族エーテル、並びにこれらのアルコキシル化誘導体が挙げられ
る。例示的なエーテルとしては、ポリプロピレングリコールのＣ4～20アルキルエーテル
、及びジ－Ｃ8～30アルキルエーテルが挙げられる。これらの物質の好適な例としては、
ＰＰＧ－１４ブチルエーテル、ＰＰＧ－１５ステアリルエーテル、ジオクチルエーテル、
ドデシルオクチルエーテル、及びこれらの混合物が挙げられる。
【００８５】
　マイクロスケールの不均一系エマルジョンは、安全かつ効果的な量で１種以上の活性剤
を含み得る。予備エマルジョンは、異なる活性剤を含むように設計することができ、マイ
クロスケールの不均一系エマルジョンのデザインにおいて、柔軟性が得られる。活性剤の
非限定例としては、生物学的活性剤、化学的活性剤、栄養学的活性剤及び医薬学的活性剤
が挙げられる。生物学的活性剤の非限定例としては、プロスタグランジン、抗微生物剤、
抗菌剤、殺生物剤、タンパク質、アミノ酸、ペプチド、ホルモン、成長因子、酵素（例え
ば、グルタチオンスルフヒドリルオキシダーゼ、トランスグルタミナーゼ）、治療薬、オ
リゴヌクレオチド、遺伝物質（例えば、ＤＮＡ、ＲＮＡ）、及びこれらの組み合わせを挙
げられる。化学的活性剤の非限定例としては、染料、界面活性剤、感覚剤、ヘアコンディ
ショナー、染毛剤、育毛剤、脱毛剤、育毛阻害剤、ヘアスタイリングジェル、及びこれら
の組み合わせを挙げることができる。栄養学的活性剤の非限定例としては、タンパク質、
ビタミン、食品添加物、及びこれらの組み合わせを挙げることができる。医薬学的活性剤
の非限定例としては、抗生物質、薬物、育毛剤、脱毛剤、育毛阻害剤、低分子阻害剤及び
これらの組み合わせを挙げることができる。他の有用な活性剤は、陽イオン堆積ポリマー
、消臭活性成分、防フケ剤、被膜形成剤、ＵＶ活性剤、酸化防止剤、防虫剤、発汗抑制活
性剤、密閉剤、湿潤剤、皮膚軟化剤、スキンケア活性剤、ジヒドロキシアセトンなどのな
めし剤、ヒドロコルチゾンなど抗炎症活性剤、ベンゾイルペルオキシドなどの抗ニキビ活
性剤、キサンチン化合物などの抗脂肪沈着剤（例えばカフェイン）、及びリドカインのよ
うな局所麻酔薬、などが挙げられる。
【００８６】
　本明細書において、任意の既知の天然又は合成カチオン性堆積ポリマーを使用できる。
例として、米国特許第６，６４９，１５５号；米国特許出願公開第１２／１０３，９０２
号；米国特許出願公開第２００８／０２０６３５５号；及び米国特許出願公開第２００６
／００９９１６７（Ａ１）号に開示されているポリマーが挙げられる。好適なカチオン性
ポリマーの非限定的例としては、アクリルアミド、メタクリルアミド、アルキル及びジア
ルキルアクリルアミド、アルキル及びジアルキルメタクリルアミド、アルキルアクリレー
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ト、アルキルメタクリレート、ビニルカプロラクトン又はビニルピロリドンのような、水
溶性スペーサーモノマーと、カチオン性プロトン化アミン又は第四級アンモニウム官能基
を有するビニルモノマーとのコポリマーが挙げられる。
【００８７】
　抗ふけ剤の非限定的な例としては、ピリジンチオン塩、アゾール、硫化セレン、微粒子
イオウ、角質溶解性酸、サリチル酸、オクトピロックス（ピロクトンオラミン）、コール
タール、及びこれらの組み合わせが挙げられる。
【００８８】
　ペプチドは、１０個以下のアミノ酸を含有し得るものであり、アミノ酸としては、その
誘導体、異性体、並びにアミノ酸と金属イオン（例えば、銅、亜鉛、マンガン、マグネシ
ウム等）等の他の種との錯体が挙げられる。「ペプチド」とは、天然に生じるペプチド及
び合成ペプチドの両方を指す。
【００８９】
　ビタミンの例としては、ビタミンＢ、ビタミンＢ誘導体、ビタミンＣ、ビタミンＣ誘導
体、ビタミンＫ、ビタミンＫ誘導体、ビタミンＤ、ビタミンＤ誘導体、ビタミンＥ、ビタ
ミンＥ誘導体、例えば、パンテノール、及びこれらの混合物などのこれらのプロビタミン
、の水溶性バージョンが挙げられるが、これらに限定されない。
【００９０】
　皮膚ケア活性剤の非限定例としては、Ｎ－ウンデシレノイル－Ｌ－フェニルアラニン（
すなわち、ウンデシレノイルフェニルアラニン）、ビタミンＢ化合物、レチノイド、アロ
エベラ、ビサボロール及びアラントインが挙げられる。Ｎ－ウンデシレノイル－Ｌ－フェ
ニルアラニンは、ＳＥＰＰＩＣから、Ｓｅｐｉｗｈｉｔｅ（登録商標）という名称で販売
されている。Ｎ－ウンデシレノイル－Ｌ－フェニルアラニンは、Ｎ－アシルフェニルアラ
ニン誘導体の幅広いクラスに属する材料であり、局所的肌色均一化剤（topical skin ton
e evening agent）としても周知である。本明細書で使用するとき、ビタミンＢ化合物と
しては、Ｂ１化合物、Ｂ２化合物、ナイアシンアミドなどのＢ３化合物、パンテノール（
「プロ－Ｂ５」）、パントテン酸、パントテニルなどのＢ５化合物、ピロキシジン（pyro
xidine）、ピリドキサル、ピリドキサミン、カルニチン、チアミン及びリボフラビンなど
のＢ６化合物が挙げられる。いくつかの実施形態では、ビタミンＢ化合物は、以下の式
【００９１】
【化２】

　（式中、Ｒは、－ＣＯＮＨ2（すなわち、ナイアシンアミド）、－ＣＯＯＨ（すなわち
、ニコチン酸）又は－ＣＨ２ＯＨ（すなわち、ニコチニルアルコール）；これらの誘導体
；及び前述のいずれかの塩である）を有するＢ３化合物を意味する。本明細書で使用する
とき、「レチノイド」は、皮膚においてビタミンＡの生物学的活性を有するビタミンＡ又
はレチノール様化合物の天然及び合成アナログ、並びにこれら化合物の幾何異性体及び立
体異性体を意味する。レチノイドは、レチノール、レチノールエステル（例えば、レチニ
ルパルミテート、レチニルアセテート、レチニルプロピオネートを含むレチノールのＣ2

～Ｃ22アルキルエステル）、レチナール、及び／若しくはレチノイン酸（全てトランスの
レチノイン酸及び／又は１３－シス－レチノイン酸を含む）、又はこれらの混合物から選
択され得る。
【００９２】
　本明細書で使用するとき、「紫外線活性剤」とは、日焼け止め剤及び物理的日焼け防止
剤の両方を含む。好適な紫外線活性剤は、有機又は無機であってよい。好適な紫外線活性
剤は、Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃａｒｅ　Ｐｒｏｄｕｃｔ　Ｃｏｕｎｃｉｌ’ｓ　Ｉｎｔｅｒ
ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ　
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ａｎｄ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ、第１３版、２０１０年の中の「日焼け止め剤」の機能カテゴ
リに列挙されている。好適な紫外線活性剤としては、米国（例えば、２１　ＣＦＲ　ｐａ
ｒｔ　３５２、米国官報６８　４１３８６、米国官報７０　７２４４９又は米国官報７１
　４２４０５）、欧州（欧州議会規則第１２２３／２００９号；Ａｎｎｅｘ　ＶＩ）、日
本、中国、オーストラリア、ニュージーランド又はカナダにおける規制当局により定義又
は提案されている紫外線活性剤を含んでもよい。例えば、マイクロスケールの不均一系エ
マルジョンは、化粧品組成物の約０．０１重量％～約２０重量％の紫外線活性剤を含んで
もよい。また、マイクロスケールの不均一系エマルジョンには、少なくとも約１５、３０
　４５、又は５０の太陽光線保護指数を得るのに十分な量の紫外線活性剤を含有させてよ
い。ＳＰＦ試験は、当該技術分野で一般的であり、かつ十分に理解されている。２１　Ｃ
．Ｆ．Ｒ．３５２のサブパートＤに記載のＳＰＦ試験が好適である。
【００９３】
　好適な紫外線活性剤としては、ジベンゾイルメタン誘導体、例えば、２－メチルジベン
ゾイルメタン、４－メチルジベンゾイルメタン、４－イソプロピルジベンゾイルメタン、
４－ｔｅｒｔ－ブチルジベンゾイルメタン、２，４－ジメチルジベンゾイルメタン、２，
５－ジメチルジベンゾイルメタン、４，４’－ジイソプロピルジベンゾイルメタン、４，
４’－ジメトキシジベンゾイルメタン、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾ
イルメタン（すなわち、ブチルメトキシジベンゾイルメタン又はアボベンゾン）（ＰＡＲ
ＳＯＬ（登録商標）１７８９としてＤＳＭから市販）、２－メチル－５－イソプロピル－
４’－メトキシジベンゾイルメタン、２－メチル－５－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキ
シジベンゾイルメタン、２，４－ジメチル－４’－メトキシジベンゾイルメタン、及び２
，６－ジメチル－４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタン等が挙げら
れる。他の好適な紫外線活性剤としては、２－エチルヘキシル－ｐ－メトキシシンナメー
ト（ＰＡＲＳＯＬ（登録商標）ＭＣＸとしてＤＳＭ社より市販）、２－ヒドロキシ－４－
メトキシベンゾフェノン、ベンゾフェノン（benzonphenone）－３（すなわち、オキシベ
ンゾン（oxybeznone））、オクチルジメチル－ｐ－アミノ安息香酸、ジガロイルトリオレ
エート、２，２－ジヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、エチル－４－（ビス（ヒ
ドロキシ－プロピル））アミノ安息香酸、２－エチルヘキシル－２－シアノ－３，３－ジ
フェニルアクリレート、２－エチルヘキシル－サリチラート、グリセリル－ｐ－アミノ安
息香酸、３，３，５－トリ－メチルシクロヘキシルサリチル酸エステル、アントラニル酸
メチル、ｐ－ジメチル－アミノ安息香酸又はアミノ安息香酸、２－エチルヘキシル－ｐ－
ジメチル－アミノ－ベンゾエート、２－フェニルベンゾイミダゾール－５－スルホン酸、
２－（ｐ－ジメチルアミノフェニル）－５－スルホンベンゾオキサゾイン酸、オクトクリ
レン、酸化亜鉛、二酸化チタン、及びこれらの混合物が挙げられる。
【００９４】
　特に好適な紫外線活性剤は、２－エチルヘキシル－ｐ－メトキシシンナメート、４－ｔ
ｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタン、２－ヒドロキシ－４－メトキシベ
ンゾ－フェノン、２－フェニルベンゾイミダゾール－５－スルホン酸、オクトクリレン、
酸化亜鉛、二酸化チタン、及びこれらの混合物が挙げられる。
【００９５】
　他の好適な紫外線活性剤としては、４－メチルベンジリデンカンファー（ＰＡＲＳＯＬ
（登録商標）５０００としてＤＳＭ社より又はＥｕｓｏｌｅｘ　６３００としてＭｅｒｃ
ｋ社より市販）、メチレンビス－ベンゾトリアゾリルテトラメチルブチルフェノール（す
なわち、ビスオクトリゾール（bisoctrizole）、Ｔｉｎｏｓｏｒｂ（登録商標）Ｍとして
ＢＡＳＦ社より市販）、ビス－エチルヘキシルオキシフェノールメトキシフェノールトリ
アジン（すなわち、ベモトリジノール（bemotrizinol）、Ｔｉｎｏｓｏｒｂ（登録商標）
ＳとしてＢＡＳＦ社より市販）、フェニルジベンゾイミダゾールテトラスルホン酸ジナト
リウム（すなわち、ビスジスリゾール二ナトリウム（Bisdisulizole disodium）、Ｎｅｏ
　Ｈｅｌｉｏｐａｎ（登録商標）ＡＰとしてＳｙｍｒｉｓｅ社より市販）、エチルヘキシ
ルトリアゾン（Ethylhexyl triazone）（Ｕｖｉｎｕｌ（登録商標）Ｔ　１５０としてＢ
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ＡＳＦ社より市販）、ドロメトリゾール－トリシロキサン（Drometrizole trisiloxane)
（Ｍｅｘｏｒｙｌ　ＸＬとしてＬ’Ｏｒｅａｌより販売）、ジヒドロキシジメトキシベン
ゾフェノンジスルホン酸ナトリウム（すなわち、ベンゾフェノン－９、Ｕｖｉｎｕｌ（登
録商標）ＤＳ　４９としてＢＡＳＦ社より市販）、ジエチルアミノヒドロキシベンゾイル
安息香酸ヘキシル（Diethylamino Hydroxybenzoyl Hexyl Benzoate）（Ｕｖｉｎｕｌ（登
録商標）Ａ　ＰｌｕｓとしてＢＡＳＦ社より市販）、ジエチルヘキシルブタミドトリアゾ
ン（すなわち、イスコトリジノール（Iscotrizinol）、Ｕｖａｓｏｒｂ（登録商標）ＨＥ
Ｂとして３Ｖ　Ｓｉｇｍａ社より市販）、ポリシリコーン－１５（すなわち、ＤＳＭ社よ
り市販のＰＡＲＳＯＬ（登録商標）ＳＬＸ）、及びイソアミルｐ－メトキシシンナメート
（すなわち、アミロキサート（amiloxate）、Ｎｅｏ　Ｈｅｌｉｏｐａｎ（登録商標）Ｅ
　１０００としてＳｙｍｒｉｓｅ社より市販）が挙げられる。
【００９６】
　制汗活性剤の非限定例としては、アルミニウムハロゲン化物、アルミニウムヒドロキシ
－ハロゲン化物、ジルコニルオキシハロゲン化物、ジルコニルヒドロキシハロゲン化物な
どのアルミニウム／ジルコニウム収れん性錯体及びアルミニウムジルコニウムトリクロロ
ハイドレックスグリシンなどのＺＡＧ錯体が挙げられる。
【００９７】
　密閉剤（occlusive agent）の非限定例としては、ペトロラタム、鉱油、ラノリン、パ
ラフィン、みつろう及びカカオ脂が挙げられる。湿潤剤の非限定例としては、尿素、グリ
セリン、ソルビトール、ハチミツ及びヒアルロン酸が挙げられる。皮膚軟化剤の非限定例
としては、オクチルドデカノール、オレイルアルコール及びミリスチン酸ミリスチルが挙
げられる。活性剤の他の例としては、グアニジン；尿素；グリコール酸及びグリコール酸
塩（例えば、アンモニウム及び四級アルキルアンモニウム）；サリチル酸；乳酸及び乳酸
塩（例えば、アンモニウム及び第四級アルキルアンモニウム）；多様な形態のうちの任意
のアロエベラ（例えば、アロエベラゲル）；ソルビトール、マンニトール、キシリトール
、エリスリトール、グリセロール、ヘキサントリオール、ブタントリオール、プロピレン
グリコール、ブチレングリコール、及びヘキシレングリコール等のポリヒドロキシアルコ
ール；ポリエチレングリコール；糖類（例えば、メリビオース）及びデンプン；糖類及び
デンプン誘導体（例えば、アルコキシ化グルコース、フルクトース）；ヒアルロン酸；ラ
クタミドモノエタノールアミン；アセトアミドモノエタノールアミン；パンテノール；ア
ラントイン；並びにこれらの混合物が挙げられる。さらに本明細書において有用なものは
、米国特許第４，９７６，９５３号に記載されているプロポキシル化グリセロールである
。さらに有用なものは、糖類及び関連物質の様々なＣ1～Ｃ30モノエステル及びポリエス
テルである。これらエステルは、糖又はポリオール部分及び１つ以上のカルボン酸部分に
由来する。
【００９８】
　活性剤の他の非限定例としては、カラフトコンブ抽出物、ベンガルボダイジュ抽出物な
どの抽出物、糖アミン、フィトステロール、サリチル酸化合物、ヘキサミジン、ジアルカ
ノイルヒドロキシプロリン化合物、植物成分、Ｎ－アシルアミノ酸化合物、これらの誘導
体及びこれらの組み合わせが挙げられる。本明細書で使用するのに好適な例示的な糖アミ
ンは、国際公開第０２／０７６４２３号及び米国特許第６，１５９，４８５号に記載され
ている。糖アミンは、合成又は天然由来であってよく、純粋な化合物又は化合物の混合物
（例えば、天然の供給源からの抽出物又は合成物質の混合物）として用いることができる
。糖アミンの特に好適な例は、特定の甲殻類でみることのできる又は真菌源に由来し得る
グルコサミン及びその塩である。糖アミンの他の例としては、Ｎ－アセチルグルコサミン
、マンノサミン、Ｎ－アセチルマンノサミン、ガラクトサミン、Ｎ－アセチルガラクトサ
ミン、これらの異性体（例えば、立体異性体）、及びこれらの塩（例えば、ＨＣｌ塩）が
挙げられる。フラボノイドは、米国特許第５，６８６，０８２号及び同第５，６８６，３
６７号に幅広く開示されている。いくつかのフラボノイドの例は、１つ以上のフラボン、
１つ以上のイソフラボン、１つ以上のクマリン、１つ以上のクロモン、１つ以上のジクマ
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ロール、１つ以上のクロマノン、１つ以上のクロマノール、これらの異性体（例えば、シ
ス／トランス異性体）、及びこれらの混合物である。いくつかの例としては、フラボン及
びイソフラボン、例えば、ダイゼイン（７，４’－ジヒドロキシイソフラボン）、ゲニス
テイン（５，７，４’－トリヒドロキシイソフラボン）、エクオール（７，４’－ジヒド
ロキシイソフラバン）、５，７－ジヒドロキシ－４’－メトキシイソフラボン、ダイズイ
ソフラボン（ダイズから抽出される混合物）、並びにこれらの混合物が挙げられる。本明
細書において有用なフラボノイド化合物は、多数の販売元、例えば、Ｉｎｄｏｆｉｎｅ　
Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｉｎｃ．、Ｓｔｅｒａｌｏｉｄｓ，Ｉｎｃ．、及び
Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｉｎｃ．から市販されている。
【００９９】
　マイクロスケールの不均一系エマルジョンは、フリルジオキシム及びその誘導体などの
キレート剤も含有し得る。前述の成分に加えて、本明細書に記載のマイクロスケールの不
均一系エマルジョンは、米国特許出願公開第２００２／００２２０４０号；同第２００３
／００４９２１２号；同第２００７／０１９６３４４号；同第２００８／０１８１９５６
号；同第２０１０／０００９２４０８号；同第２００８／０２０６３７３号；同第２０１
０／０２３９５１０号；同第２０１０／０１８９６６９号；同第２０１１／０２６２０２
５号；同第２０１１／００９７２８６号；同第２０１２／０１９７０１６号；同第２０１
２／０１２８６８３号；同第２０１２／０１４８５１５号；同第２０１２／０１５６１４
６号；及び同第２０１３／００２２５５７号並びに米国特許明細書第５，９３９，０８２
号；同５，８７２，１１２号；同６，４９２，３２６号；同６，６９６，０４９号；同６
，５２４，５９８号；同５，９７２，３５９号及び同６，１７４，５３３号に記載されて
いる１つ以上の他の成分を含み得る。
【０１００】
　また、マイクロスケールの不均一系エマルジョンは、１種以上の香料を含有し得る。本
明細書で使用するとき、「香料」は、任意の発香性材料を示すために使用される。いくつ
かの実施例では、化粧品用に適用可能な香料を使用してもよい。アルデヒド、ケトン、及
びエステル等、多様な化学物質が香料として公知である。より一般的には、香料としての
使用に関し、様々な化学成分の複雑な混合物を含む天然由来の植物油及び動物油並びに滲
出物が公知である。本明細書において有用な香料の非限定例としては、アセタール香料前
駆体、ケタール香料前駆体、エステル香料前駆体、加水分解可能な無機－有機香料前駆体
、及びこれらの混合物などの香料前駆体が挙げられる。香料は、様々な方法で、香料前駆
体から放出され得る。例えば、香料は、単純な加水分解の結果として又は平衡反応中のシ
フト、ｐＨ変化又は酵素による放出により放出され得る。本明細書の香料は、単一の化学
物質を含むそれらの化学的組成において、比較的単純なものであってもよく、又はすべて
任意の所望の香りを提供するように選択される、天然及び合成化学成分の高度に洗練され
た複雑な混合物を含有してもよい。
【０１０１】
　香料は、約５００℃以下、約４００℃以下又は約３５０℃以下の沸点（ＢＰ）を有して
もよい。多くの香料のＢＰは、Ｐｅｒｆｕｍｅ　ａｎｄ　Ｆｌａｖｏｒ　Ｃｈｅｍｉｃａ
ｌｓＡｒｏｍａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ），Ｓｔｅｆｆｅｎ　Ａｒｃｔａｎｄｅｒ（１９６
９）に示されている。香料のＣｌｏｇＰ値は、約０．１以上、約０．５以上、約１．０以
上及び約１．２以上であり得る。本明細書で使用するとき、用語「ＣｌｏｇＰ」は、オク
タノール／水分配係数についての底１０の対数を意味する。ＣｌｏｇＰは、Ｄａｙｌｉｇ
ｈｔ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｉｎｃ．（Ｉｒｖ
ｉｎｅ　Ｃａｌｉｆ．，ＵＳＡ）から入手可能である「ＣＬＯＧＰ」という名称のプログ
ラムから容易に計算することができる。オクタノール／水分配係数は、米国特許第５，５
７８，５６３号にさらに詳細に記載されている。
【０１０２】
　また、好適な香料は、米国特許第４，１４５，１８４号、米国特許第４，２０９，４１
７号、米国特許第４，５１５，７０５号及び米国特許第４，１５２，２７２号に開示され
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ている。例えば、香料の非限定例としては、ムスク油、シベット、カストリウム、アンバ
ーグリス、などの動物性香料、並びに、例えばナツメグ抽出物、カルダモン抽出物、ショ
ウガ抽出物、シナモン抽出物、パチョリ油、ゼラニウム油、オレンジ油、マンダリン油、
オレンジ花エキス、シダーウッド、ベチバー、ラバンジン、イラン抽出物、チューベロー
ズ抽出物、白檀油、ベルガモット油、ローズマリー油、スペアミント油、ペパーミント油
、レモン油、ラベンダー油、シトロネラ油、カルダモン油、チョウジ油、セージ油、ネロ
リ油、ラブダナム油、ユーカリ油、ビジョザクラ油、ミモザ抽出物、スイセン抽出物、ニ
ンジン種子抽出物、ジャスミン抽出物、乳香抽出物、バラ抽出物、及びこれらの混合物な
どの植物性香料が挙げられる。
【０１０３】
　好適な香料の他の例としては、これに限定されないが、アセトフェノン、アドキサール
、アルデヒドＣ－１２、アルデヒドＣ－１４、アルデヒドＣ－１８、カプリル酸アリル、
アンブロキサン、酢酸アミル、ジメチルインダン誘導体、α－アミルシンナムアルデヒド
、アネトール、アニスアルデヒド、ベンズアルデヒド、酢酸ベンジル、ベンジルアルコー
ル及びエステル誘導体、プロピオン酸ベンジル、サリチル酸ベンジル、ボルネオール、酢
酸ブチル、カンファー、カルビトール、ケイ皮アルデヒド、酢酸シンナミル、シンナミル
アルコール、シス－３－ヘキサノール及びエステル誘導体、シス３－ヘキセニル炭酸メチ
ル、シトラール、シトロネロール及びエステル誘導体、クミンアルデヒド、シクラメンア
ルデヒド、シクロガルバナート（cyclo galbanate）、ダマスコン、デカラクトン、デカ
ノール、エストラゴール、ジヒドロミルセノール、ジメチル・ベンジルカルビノール、６
，８－ジメチル－２－ノナノール、ジメチルベンジルカルビニルブチラート、酢酸エチル
、イソ酪酸エチル、酪酸エチル、プロピオン酸エチル、カプリル酸エチル、ケイ皮酸エチ
ル、ヘキサン酸エチル、吉草酸エチル、エチル・バニリン、オイゲノール、エキサルトリ
ド、フェンコン、２－メチル酪酸エチルなどのフルーツエステル、ガラキソリド、ゲラニ
オール及びエステル誘導体、ヘリオナール、２－ヘプトノン（2-heptonone）、ヘキセノ
ール、α－ヘキシルシンナムアルデヒド、ヒドロキシシトロネラール、インドール、酢酸
イソアミル、酢酸イソオイゲノール、イオノン、イソオイゲノール、イソ吉草酸イソアミ
ル、ｉｓｏ　Ｅ　ｓｕｐｅｒ、リモネン、リナロール、リリアール、酢酸リナリル、ｌｙ
ｒａｌ、マジャントール、マヨール、メロナール、メントール、ｐ－メチルアセトフェノ
ン、アントラニル酸メチル、メチルセドリロン（methyl cedrylone）、ジヒドロジャスモ
ン酸メチル、メチルオイゲノール、メチルイオノン、メチル－α－ナフチルケトン、メチ
ルフェニルカルビニルアセテート、ムゲタノール、γ－ノナラクトン、オクタナール、フ
ェニル酢酸エチル、フェニルアセトアルデヒドジメチルアセテート、フェノキシエチルイ
ソブチレート、フェニルエチルアルコール、ピネン、ｓａｎｄａｌｏｒｅ、サンタロール
、ステモン、チモール、テルペン、トリプラル、クエン酸トリエチル、３，３，５－トリ
メチルシクロヘキサノール、γ－ウンデカラクトン、ウンデセナール、バニリン、ｖｅｌ
ｏｕｔｏｎｅ、ｖｅｒｄｏｘ、及びこれらの混合物などの化学物質が挙げられる。
【０１０４】
　使用方法
　マイクロスケールの不均一系エマルジョンは、例えば、消費者製品において使用され得
る。例えば、マイクロスケールの不均一系エマルジョンは、十分な量のマイクロスケール
の不均一系エマルジョンを保存する寸法設定されたパッケージとして提供される消費者製
品であってよい。パッケージの寸法、形状、及びデザインは様々に変更することができる
。あるパッケージの例は米国特許第Ｄ５７０，７０７号、同第Ｄ３９１，１６２号、同第
Ｄ５１６，４３６号、同第Ｄ５３５，１９１号、同第Ｄ５４２，６６０号、同第Ｄ５４７
，１９３号、同第Ｄ５４７，６６１号、同第Ｄ５５８，５９１号、同第Ｄ５６３，２２１
号、米国特許公報第２００９／００１７０８０号、同第２００７／０２０５２２６号、及
び同第２００７／００４０３０６号に記載される。
【０１０５】
　いくつかの例では、マイクロスケールの不均一系エマルジョンは、固体の形態での使用
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品として提供され得る。
【０１０６】
　いくつかの例では、マイクロスケールの不均一系エマルジョンは、安定したカスタム化
粧品組成物を提供する方法において、使用され得る。「カスタム」により、消費者製品が
受注生産であることを意味する。いくつかの例では、消費者は、活性剤選択リスト、香料
選択リスト、色選択リスト及びこれらを組み合わせたものが提供され得る。いくつかの例
では、消費者は、マイクロスケールの不均一系エマルジョンを包装するためのパッケージ
の選択肢が提供され得る。いくつかの例では、消費者は、マイクロスケールの不均一系エ
マルジョンに含ませることのできる２つ以上の選択物を含み得る使用説明書を受けること
もある。いくつかの例では、消費者は、任意の既知の指示方法によって指示を受けること
ができる。考えられ得る指示方法の非限定例としては、販売員又は他の個人の介入、標識
の介入、インターネットの介入、広告、口頭の介入、カタログの介入、印刷物の介入及び
非言語的コミュニケーションの介入など、が挙げられる。いくつかの例では、消費者は、
少なくとも１つの活性成分、香料、色、パッケージ及びこれらの組み合わせを選択するた
めに指示を受けることができる。いくつかの例では、消費者の選択に基づいて、マイクロ
スケールの不均一系エマルジョンが調製される。いくつかの例では、マイクロスケールの
不均一系エマルジョンを作製するために使用される異なる複数のエマルジョンは、消費者
の近傍において、混合される。いくつかの例では、マイクロスケールの不均一系エマルジ
ョンを作製する場合に使用される分散液のみが消費者の近傍において混合される。いくつ
かの例では、消費者のいる店又は場所で混合を生じさせるとき、消費者の近傍において混
合が行われる。いくつかの例では、マイクロスケールの不均一系エマルジョンを作製する
ために使用される異なるエマルジョンは、離れた場所で（すなわち、消費者の近傍ではな
い）混合される。いくつかの例では、消費者は、エマルジョンと、所望により分散液とを
混合し、最終的なマイクロスケールの不均一系エマルジョンを形成する。いくつかの例で
は、消費者は、分散液（複数可）をマイクロスケールの不均一系エマルジョンと混合する
。いくつかの例では、消費者は、混合ステップを実施し、マイクロスケールの不均一系エ
マルジョンを形成する。
【実施例】
【０１０７】
　本発明には多くの変形が可能であることから、以下の実施例は例示目的のみのために与
えられるものであり、本発明を限定とするものとして解釈されるべきではない。
【０１０８】
　実施例においては、別途記載のない限り、全ての濃度は重量％として掲載されており、
希釈剤及び充填剤などの微量の物質は除外され得る。そのため、掲載した処方は、掲載し
た成分及びそのような成分に関連するいかなる微量物質をも含む。当業者にとって明白な
ように、このような微量物質の選択は、本明細書に記載したように本発明の作製のために
選択した具体的な成分の物理特性及び化学特質によって変わる。
【０１０９】
　実施例１－マイクロスケールの不均一系エマルジョン
【０１１０】
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【０１１１】
【表２】

【０１１２】
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【表３】

【０１１３】
　予備エマルジョン１を作製するにあたって、まず、プレミックスタンク中で、すべての
固形分が完全に溶解し液体が完全にブレンドされるまで、プロペラ混合法により水、塩化
ナトリウム、フェノキシエタノール、ベンジルアルコール、ヘキサンジオール及びカプリ
リルグリコールを混合して、水－プレミックスを調製する。次に、シクロペンタシロキサ
ン及びＰＥＧ／ＰＰＧ－１８／１８ジメチコン及びシクロペンタシロキサンを直接Ｇｉｕ
ｓｔｉメイン混合タンクに添加する。Ｇｉｕｓｔｉメイン混合タンクで、Ｓｃｒａｐｅｗ
ａｌｌ混合を４９ＲＰＭで開始し、インナー攪拌器により、その内容物の混合を６９ＲＰ
Ｍで行う。ホモジナイザーの電源を入れ、１５００ＲＰＭに設定する。Ｗａｕｋｅｓｈａ
容積移送式真空ポンプを用いて、移送時間が１０分を超えるように水－プレミックスを移
送させる。水の移送中、ホモジナイザーの速度が３０００ＲＰＭになるまで、２分ごとに
、ゆっくりとホモジナイザー速度を２５０ＲＰＭ上げる。移送完了後、６２ＲＰＭにて再
循環を行う。引き続き、３０００ＲＰＭにて混合しながら、さらに１５分間、ｓｃｒａｐ
ｅｗａｌｌで４９ＲＰＭで混合し、及びインナー攪拌器で６９ＲＰＭで混合した。約１５
分後、すべての混合を止める。認可されたファイバードラムに６２ＲＰＭにて材料を供給
し、適切なファイバードラムに保管する。
【０１１４】
　予備エマルジョン２を作製するにあたって、まず、ｌｉｇｈｔｎｉｎのミキサーにより
、固形物が分散し、均一になるまで、タンク中でグリセリン、ナイアシンアミド、パンテ
ノール及びアラントインを混合する。必要に応じて混合物を加熱し、固体成分を溶解する
。次に、５ガロンプラスチックバケット中で、液体が十分にブレンドされ、均一になるま
で、ジエチルヘキシルカーボネート、トコフェロールアセテート、並びにジメチコン及び
ジメチコンコポリオールクロスポリマーをへらで混合する。このステップは、約１～２分
継続させるものとする。次に、ジエチルヘキシルカーボネート、トコフェリルアセテート
並びにジメチコンとジメチコンコポリオールクロスポリマーとシクロペンタシロキセ（cy
clopentasiloxe）とジメチコンクロスポリマー－ＤＣ９０４０との混合物をＧｉｕｓｔｉ
容器内で混合し、インナー及びアウター攪拌器を作動させて、それぞれ４９ＲＰＭ及び３
９ＲＰＭにする。５分後、ホモジナイザーを３０００ＲＰＭに設定して、冷却水を３５℃
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未満の温度で維持する。必要に応じて、混合速度及び時間を調整する。混合しながら、グ
リセリン、ナイアシンアミド、パンテノール及びアラントインの混合物をＧｉｕｓｔｉ容
器に移送する。引き続き、生成物が均一になるまで１０～１５分間混合した後、適切な容
器に生成物を保存する。
【０１１５】
　予備エマルジョン３を作製するにあたって、まず、トリヒドロキシステアリン及び約２
％シクロペンタシロキサンを小型容器中で混合する。プロペラ式ミキサー又はへらにより
手作業で混合し、トリヒドロキシステアリンを完全に分散させ、ｔｈｉｘｃｉｎプレミッ
クスを作製する。次に、残りのシクロペンタシロキサン、ＰＥＧ／ＰＰＧ　１８／１８ジ
メチコン及びシクロペンタシロキサン、ジメチコン３５０ＣＳ及びジメチコン５０ＣＳ成
分をメイン混合タンク（Giusti）中で混合する。４９ＲＰＭ及び６９ＲＰＭに設定したイ
ンナー及びアウター攪拌器で混合を開始する。成分アラキジルベヘネート及び合成ワック
スをメイン混合タンクに添加し、加熱を開始して９０℃＋／－５℃とする。加熱しながら
、４９ＲＰＭ及び６９ＲＰＭのインナー及びアウター攪拌器と、３０００ＲＰＭのホモジ
ナイザーでバッチを混合する。目的の温度範囲に到達したら、引き続き５分間混合する。
５分後、高剪断混合を中止し、冷却を開始して、５５℃＋／－５℃にする。メイン混合タ
ンクにて、５５℃＋／－５℃にて、Ｔｈｉｘｃｉｎプレミックスを添加し、ホモジナイザ
ーによる高剪断混合を開始し、３０００ＲＰＭにて一晩混合を行う。ホモジナイザーによ
る高剪断混合を一晩継続しながら、シリコーン相を２５℃＋／－５℃に冷却した。最終的
なシリコーン相成分である、シリカ、タルク、エチレン／メタクリレートコポリマー及び
イソプロピルチタニウムトリソステアレート、アルミニウムデンプンオクテニルスクシネ
ート、及びエチレンブラシレートを添加する。引き続き、３０００ＲＰＭに設定したホモ
ジナイザーで５分間混合し、それぞれ６９ＲＰＭ及び４９ＲＰＭの攪拌機及びｓｃｒａｐ
ｅｗａｌｌで一晩、混合した。
【０１１６】
　異なるプレミックス容器に、成分ポリグリセリル－４イソステアレート及びセチルジメ
チコーンコポリオール及びヘキシルラウレート及びプロピレングリコールを添加し、プロ
ペラ式ミキサーで攪拌を開始する。ＰＶＰ－Ｋ－１７を水－プレミックスタンクにゆっく
りと添加する。引き続き、ＰＶＰ－Ｋ－１７が完全に分散するまで、混合する。必要に応
じて加熱してプロセスを促進させてもよい。最高温度を記録する。ポリマー溶液が均一に
なったら、冷却を開始し、２５℃＋／－５℃にする。Ｗａｕｋｅｓｈａ容積移送式真空ポ
ンプを用いて、移送時間が５分を超えるようにプロピレングリコール相を移送させる。移
送中、３０００ＲＰＭに設定したホモジナイザーで混合し、アウター攪拌器で４９ＲＰＭ
にて一晩、並びにインナー攪拌器で６９ＲＰＭにて一晩（ＯＮ）、混合する。移送完了後
、引き続き、３０００ＲＰＭに設定したホモジナイザーで混合し、アウター攪拌器を４９
ＲＰＭに設定し、並びにインナー攪拌器を６９ＲＰＭに設定して、さらに１５分間、混合
する。１５分後、すべての混合を止める。承認されたファイバードラムに６２ＲＰＭにて
材料を供給した。
【０１１７】
　マイクロスケールの不均一系エマルジョンを調製するために、任意の量の予備エマルジ
ョン１、予備エマルジョン２及び予備エマルジョン３を低剪断混合により混合する。プレ
ミックスの量は、最終的なマイクロスケールの不均一系エマルジョン中に含有させる成分
に所望される量によって異なる。低剪断混合は、傾斜翼タービンミキサー形状のｌｉｇｈ
ｔｎｉｎミキサーを用いて行うことができる。
【０１１８】
　実施例２－ナイアシンアミドの測定
　表８に掲載するエマルジョンは、以下の表４、表６及び表７に記載の成分から調製した
。バッチ式プロセスのエマルジョン（図８にバッチ式エマルジョンと表記）は、表４に掲
載している成分から調製した。要約すると、１０００ｍｌステンレス鋼ビーカー中で、パ
ートＡ成分を混合し、固形物が分散し均一になるまで、Ｌｉｇｈｔｎｉｎミキサーで混合
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する。パートＢ成分を、液体が十分にブレンドされ均一になるまで、１０００ｍｌジャケ
ット付き容器中で、ｌｉｇｈｔｎｉｎミキサーにより混合する。次に、１０００ｍｌジャ
ケット付き容器中で、パートＢ成分とパートＣ成分を、径の大きなｓｉｌｖｅｒｓｏｎア
タッチメント（large circle silverson attachment）により、均一になるまで２５００
ＲＰＭで５分間混合する。２種類の分離相を別個の容器に入れる。次に、表４のパートＡ
のアリコートを、生成物のアリコート３００ｍｇ当たり約１１１ｋＢｑ（約３μＣｉ）の
14Ｃ－ナイアシンアミドで標識し、へらで混合し、極性相中に活性成分を分散させる。次
に、放射性標識したナイアシンアミドを添加したパートＡと、パートＢ／Ｃとを、表５に
示す規定の比率で、Ｓｉｇｍａ　Ａｌｄｒｉｃｈ製ミクロミキサー（Ｗｉｇ－Ｌ－Ｂｕｇ
　ｍｉｘｅｒ）を用いて共に乳化させた。
【０１１９】
【表４】

【０１２０】

【表５】

【０１２１】
　表６及び表７に列挙されている成分から、表８に規定されている比率で、マイクロスケ
ールの不均一系エマルジョンＩを調製した。マイクロスケールの不均一系エマルジョンＩ
を調製するにあたって、１０００ｍｌステンレス鋼ビーカー中で、固形物が分散し、均一
になるまで、成分を照明ミキサーにより混合することによって、表６のパートＡ成分混合
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で、１０００ｍｌジャケット付き容器中で、ｌｉｇｈｔｎｉｎミキサーにより混合する。
次に、１０００ｍｌジャケット付き容器中で、表６のパートＢ成分とパートＣ成分との混
合物を、径の大きなｓｉｌｖｅｒｓｏｎアタッチメント（large circle silverson attac
hment）により、２５００ＲＰＭで５分間混合する。２種類の分離相を別個の容器に入れ
る。次に、表６のパートＡのアリコートを、生成物のアリコート３００ｍｇ当たり約３μ
Ｃｉの１４Ｃ－ナイアシンアミドで標識し、へらで混合し、極性相中に活性成分を分散さ
せる。次に、放射性標識したナイアシンアミドを添加したパートＡと、パートＢ／Ｃとを
、マイクロミキサー（Ｓｉｇｍａ　Ａｌｄｒｉｃｈ、（Ｗｉｇ－Ｌ－Ｂｕｇ　ｍｉｘｅｒ
）を用いて共に乳化させた。
【０１２２】
【表６】

【０１２３】
　次に、表７に掲載の成分から水プレミックスを作製する。はじめに、全固形分が完全に
溶解し、液体が完全にブレンドされるまで、プレミックスタンク中でパート１～５をプロ
ペラ式混合し、水プレミックスを作製する。次に、シクロペンタシロキサン及びＰＥＧ／
ＰＰＧ－１８／１８ジメチコン及びシクロペンタシロキサンを直接Ｇｉｕｓｔｉメイン混
合タンクに添加する。Ｇｉｕｓｔｉメイン混合タンクで、４９ＲＰＭにて、Ｓｃｒａｐｅ
ｗａｌｌ混合を開始し、その内容物を６９ＲＰＭにてインナー攪拌器により混合する。ホ
モジナイザーを作動させて、１５００ＲＰＭに設定する。Ｗａｕｋｅｓｈａ容積移送式真
空ポンプを用いて、１０分超の移送時間をかけて水－プレミックスを移送させる。水の移
送中に、ホモジナイザーの速度が３０００ＲＰＭになるまで、２分ごとに、ゆっくりとホ
モジナイザー速度を２５０ＲＰＭ上げる。移送完了後、６２ＲＰＭにて再循環を行う。引
き続き、さらに１５分間、３０００ＲＰＭにて混合し、４９ＲＰＭにてｓｃｒａｐｅｗａ
ｌｌによる混合を行い、６９ＲＰＭにてインナー攪拌器による混合を行う。約１５分後、
すべての混合を止める。６２ＲＰＭにて、材料を、保存用容器に絶えず供給する。
【０１２４】
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【表７】

【０１２５】
　次いで、活性成分及び放射線標識含有予備エマルジョン表７に示す非活性成分含有予備
エマルジョンと混合し、表８の規定比率で、マイクロスケールの不均一系エマルジョンを
形成した。へらを用いることによって、混合を仕上げた。
【０１２６】

【表８】

【０１２７】
　表６及び表７に列挙されている成分から、マイクロスケールの不均一系エマルジョンＩ
Ｉを調製した。マイクロスケールの不均一系エマルジョンＩＩを調製するにあたって、１
０００ｍｌステンレス鋼ビーカー中で、固形物が分散し、均一になるまで、成分をｌｉｇ
ｈｔｎｉｎミキサーにより混合することによって、表６のパートＡ成分混合物を調製する
。次に、表６のパートＢ成分を、液体が十分にブレンドされ、均一になるまで、１０００
ｍｌジャケット付き容器中で、ｌｉｇｈｔｎｉｎミキサーにより混合する。次に、３００
０ｍｌジャケット付き容器中で、表６の成分のパートＢプレミックスと表６のパートＣと
を混合し、径の大きなｓｉｌｖｅｒｓｏｎアタッチメント（large circle silverson att
achment）により、２５００ＲＰＭで５分間混合する。次に、３０００ｍＬジャケット付
き容器中で試料が完全に均一になるまで、６０００ＲＰＭにてｓｉｌｖｅｒｓｏｎミキサ
ーを用いて、表６のパートＡを表６のパートＢ／Ｃ中に乳化する。表６の混合物を容器に
保管する。次に、表６の生成物のアリコ－トを、生成物のアリコート３００ｍｇ当たり約
３μＣｉの14Ｃ－ナイアシンアミドで標識し、へらで混合し、生成物中に活性成分を分散
させる。次に、得られた放射性標識したナイアシンアミド製剤を、表９に記載の比率で、
表７の生成物と混合した。へらを用いて、混合を仕上げた。
【０１２８】
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【表９】

【０１２９】
　ヒト死体の分層皮膚は、ＡｌｌｏＳｏｕｒｃｅ（Ｅｎｇｌｅｗｏｏｄ，ＣＯ）から入手
した。トリチウム化水は、ＰｅｒｋｉｎＥｌｍｅｒ（Ｂｏｓｔｏｎ，ＭＡ）から入手し、
14Ｃナイアシンアミドは、Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｒａｄｉｏｃｈｅｍｉｃａｌｓ（Ｓｔ．Ｌ
ｏｕｉｓ，ＭＯ）から入手した。すべての試験に関して、ヒト死体の分層皮膚はマイナス
７０℃で維持し、その後、周囲条件で解凍し、蒸留水ですすぎ洗いし、適切な大きさの切
片に切り出し、皮膚の表面温を度約３４℃に維持するよう温度調節した加熱／攪拌ブロッ
ク中に配置した標準フランツ型分散セル（０．７９ｃｍ2）に取り付けた。レセプター［
約５ｍＬ］には、１％ポリソルベート２０（ＶＷＲ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ，Ｗｅ
ｓｔ　Ｃｈｅｓｔｅｒ，ＰＡ）を添加したダルベッコリン酸緩衝生理食塩水［ＰＢＳ］（
Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ，ＭＯ）溶液を充填し、電磁
攪拌棒によって攪拌し、少なくとも２時間皮膚を平衡化した。
【０１３０】
　次に、約３７℃に維持した標準フランツ型分散セル（表面積０．７９ｃｍ2）にヒト死
体の皮膚試料を取り付けた。各組成群に対して、６サンプルを調製した。レセプター・コ
ンパートメントには、１％ポリソルベート－２０及び０．０２％アジ化ナトリウムを添加
した５ｍＬリン酸緩衝生理食塩水（ＰＢＳ－ｐＨ　７．４）を充填し、皮膚を２時間平衡
化させる。取り付けた皮膚を透過させる3Ｈ2Ｏ流に基づき、セルを無作為に処理群に割り
付けた（１５０μＬの3Ｈ2０を塗布し、５分後に取り除き、６０分後、レセプター液を回
収した）。処理群間で、水流に従い各セルを等級付けし、かつセルを分配することにより
拡散セルを無作為化した。各群には観察した水流範囲にわたってセルを含有させた。各処
理群は典型的には６サンプルを有するものとした。
【０１３１】
　バッチ式エマルジョンのアリコートと、生成物のアリコート３００ｍｇあたり約３μＣ
ｉの14Ｃ－ナイアシンアミドにより事前に標識したマイクロスケールの不均一系エマルジ
ョンＩ　＆　ＩＩのアリコートとを混合し、Ｕｌｔｉｍａ　Ｇｏｌｄ（Ｐｅｒｋｉｎ－Ｅ
ｌｍｅｒより入手可能）液体シンチレーションカクテル（ＬＳＣ）及び液体シンチレーシ
ョンカウンター（Ｔｒｉ－Ｃａｒｂ　２５００　ＴＲ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｓｃｉｎｔｉｌｌ
ａｔｉｏｎ　Ａｎａｌｙｚｅｒ、ＰｅｒｋｉｎＥｌｍｅｒ、Ｂｏｓｔｏｎ、ＭＡ）を使用
し、総放射活性について三組でアッセイした。皮膚試料には、ポジティブディスプレイス
メントピペットを用い、放射性標識したナイアシンアミドエマルジョン５Ｌを局所的に塗
布した。ピペットチップを使用し、エマルジョンを皮膚試料表面（０．７９ｃｍ2）上に
穏やかに広げた。レセプター溶液を回収し、塗布後６時間の時点で、再度配置し、２４時
間の時点で最終的に回収した。レセプターの最終回収後、それぞれの皮膚試料をＰＢＳ／
Ｔｗｅｅｎ　２０に浸漬したＷｈａｔｍａｎろ紙で２回拭き取り、１回は７０％／３０％
エタノール／水で拭き取り、吸収されていない（残渣）生成物を除去した。表皮は残りの
真皮から切除した。皮膚切片を６０℃にて一晩０．５０～１．２５ｍＬのＳｏｌｕｅｎｅ
－３５０（Ｐｅｒｋｉｎ　Ｅｌｍｅｒ、Ｂｏｓｔｏｎ、ＭＡ）に溶解し、液体シンチレー
ションカウンターにより、すべてのレセプター溶液回収物、ろ紙拭き取り物、並びに可溶
化組織切片を計数した。各セルの各コンパートメントの１分あたりの崩壊数（ＤＰＭ）を
ブランクにより補正し、要約し、所与のセル関し回収された総放射性標識値を得た。次に
、各コンパートメントのＤＰＭを回収された総放射性標識値に対して正規化し、各コンパ
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、レセプター回収溶液、表皮、真皮、及び拭き取ったろ紙）。すべての各回収物の合計と
しての総レセプター値により、各回収時点に対し、時点に対する各回収物の合計として累
積レセプター値を算出した。回収された合計の割合は、表皮（角質層を含む）及び真皮の
値を合計したものであり、総浸透値は、皮膚及び累積レセプター値を合計したものとした
。図８には、放射性標識したナイアシンアミドの総回収率をまとめた。
【０１３２】
　本明細書の全体を通して与えられるすべての最大の数値限定は、それよりも小さい数値
限定を、そのようなより小さい数値限定があたかも本明細書に明確に記載されているもの
と同様にして包含するものと理解すべきである。本明細書全体を通して記載されるすべて
の最小数値限定は、このようなより高い数値限定が本明細書に明示的に記載されているか
のように、すべてのより高い数値限定を含む。本明細書全体を通して記載されるすべての
数値範囲は、このようなより狭い数値範囲が本明細書に明示的に記載されているかのよう
に、このようなより広い数値範囲内のすべてのより狭い数値範囲を含む。
【０１３３】
　本明細書に開示した大きさ及び値は、記載された正確な数値に厳密に限定されるものと
理解されるべきではない。むしろ、特に断らない限り、そのような大きさのそれぞれは、
記載された値及びその値の周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味するものとする。例え
ば、「４０ｍｍ」と開示された寸法は、「約４０ｍｍ」を意味するものである。
【０１３４】
　相互参照されるか又は関連する全ての特許又は特許出願、及び本願が優先権又はその利
益を主張する任意の特許出願又は特許を含む、本願に引用される全ての文書は、特に除外
すること又は限定することを明言しない限りにおいて、その全容にわたって本願に援用す
るものである。いかなる文献の引用も、それが本明細書において開示されているか若しく
は特許請求の範囲に記載されているいずれかの発明に関する先行技術であることを認める
ものではなく、あるいはそれが単独で又は他のいかなる参考文献（単数若しくは複数）と
のいかなる組み合わせにおいても、かかる発明を教示する、提案する、又は開示すること
を認めるものではない。さらに、本文書での用語の任意の意味又は定義の範囲が、参照に
より組み込まれた文書中の同様の用語の任意の意味又は定義と矛盾する場合には、本文書
中で用語に割り当てられる意味又は定義に準拠するものとする。
【０１３５】
　本発明の特定の実施形態が例示され記載されてきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱
することなく他の様々な変更及び修正を実施できることが当業者には自明であろう。した
がって、本発明の範囲内に含まれるそのような全ての変更及び修正は、添付の特許請求の
範囲にて網羅することを意図したものである。
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